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序章 事業概要 

 

１．水源地域の現状と本調査の背景 

吉野ヶ里町は、吉野ヶ里遺跡をはじめとする歴史文化資源、吉野ヶ里公園を自然資源が豊富に

存在するとともに、長崎自動車道の東脊振 ICが町の中央に位置し、東脊振トンネル有料道路が開

通するなど、福岡都市圏とのアクセス利便性が良好である。 

地の利を活かし、製造業の誘致によって、近年人口は増加傾向にあるものの、北部山間地に位

置する水源地域は、ダム建設による人口流出、林業従業者の減尐等に伴う山林の荒廃が進み、水

源の涵養や土砂災害の防止等の自然環境の保全機能が損なわれ、水と緑の美しい自然景観も失わ

れつつある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一方、吉野ヶ里町の北部エリアには、水源地域の活性化を目的と

した水源地域対策特別措置法によって、サザンカ園周辺整備事業の

道の駅や温浴施設整備事業である温浴施設「山茶花の湯」が開業し、

現在年間 26万人を集客がある。両施設には農林産物直売所が併設さ

れており、水源地域の農家の活性化の一助となっている。しかしな

がら、一般的に日帰り温泉施設は開業３年経過時点から集客にかげ

りを見せ始めるが、本施設も例外ではない。現段階ではハード面の

整備に留まっているが、施設周辺の地域全体で魅力アップを図り、

交流人口の増加を目指すことが地域活性化にも繋がる。特に、利水

者である福岡都市圏住民との上下流交流による普遍的な水源地域の

活性化となる魅力的なソフト面の取組みが急務である。 

 

 

 

福岡都市圏から
30～40km 
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２．事業の目的 

本事業では、水源地域対策特別措置法によって整備された温浴施設「山茶花の湯」などのハー

ドを活用して、周辺地域の地域団体や民間企業等との連携によりソフトの充実を図り、地域の活

性化に繋げていくことが目的である。 

特に、福岡都市圏からの集客を得ることを最終目標とし、地域経済に波及効果をもたらすとと

もに、都市住民との交流により地域住民の自信と元気を回復する。さらには、福岡都市圏の住民、

企業、行政との連携・協働しながら、水源地域と都市部の持つ悩み解決も含め、ポジティブな思

考を育み、各主体がＷｉｎ－Ｗｉｎとなる関係を目指す。 

 

３．事業の内容 

（１）地域交流（ニューツーリズム） 

ニューツーリズムの造成については、単なる物見遊山的観光ではなく、価値観を共有できる人

との交流、連携を目指すものとした。また、地域資源（お茶、栄西禅師、霊仙寺、竹、等）に対

する興味、薀蓄などを盛り込み、テーマを設定して体験プログラムの構築を行った。具体的テー

マの落としこみは受け地側が協働で行い、地域資源を最大限活用しコスト負荷をやわらげたソフ

トメニューの開発を推進する。（特産品の開発も視野に入れる。） 

今年度事業では、７本のモニターツアーの企画、造成と 14 本の体験プログラムの構築を行い、

うち５本のモニターツアーを試行実施した。その結果を踏まえて課題を整理し、本格実施に向け

た検討事項を抽出した。 

 

（２）健康づくり（ヘルシーカンパニー） 

企業や大学等との連携により、地域住民（地元企業、行政関連の従業員とその家族）および福

岡都市圏の住民（企業、行政関連の従業員）を対象として健康づくりプログラムを提供していく

ことが最終目標である。 

今年度事業では、地元企業を対象として試行的にセミナー等を開催しながらニーズを把握し、

そのニーズに対応できる健康体験プログラムを企画・施行した。また、本格実施に向けて事業展

開方針を整理した。 
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４．事業スケジュール 

 

 地域交流（ニューツーリズム） 健康づくり（ヘルシーカンパニー） 

Ｈ22 年 

７月 

  

８月   

９月   

10 月   

11 月   

12 月   

Ｈ23 年 

１月 

  

２月   

３月   

 

Ｈ23年度 本格実施・運営事業体の検討（吉野ヶ里公園エリアとの連携強化） 

Ｈ24年度 運営事業体設立、継続実施と発展、連携 

 

 

各チームにて進め方を決定 

 

7/1 町役場にて五ケ山ダム水源地域活性化協議会立上げ検討 

地域交流（ニューツーリズム）
検討チーム結成 

福岡都市圏との上下流交流 

モニターツアー実施 

11/08 森林・心と身体の癒し 

11/19 農業体験・研修 

11/20 茶テーマ・茶道部 

11/21  水源地を訪ねて 

01/30 ウォーキングツアー 

※以降、検討チームを立
ち上げる 

健康づくり（ヘルシーカンパニー）
検討チーム結成 

 
モニタ
ー 
募集 

ツアーの企画造成 
企画・準備 
 
 ・地域資源調査 
・関係者調整 

・プログラム調整 

・準備物段取り 

・広報準備  等 

試行実施の評価・検証 

2/15 安藤先生・ 協議会メンバーに対し、講義及び意見交換 

2/16 安藤先生講演会・役場および商工会にて講演 あらたな「公」 

 

本格実施に向けた検討・報告書とりまとめ 

 

※以降、検討チームを立
ち上げる 

健康づくり 
プログラムの検討・準備 

 
11/17 商工会にて健康セミナー 

  “ヘルシーカンパニー” 
    ・参加企業募集 

・実施に向けた関係者調整 

・プログラム調整 

地元企業 50 
社等の健康づ
くりへの取組
み現状調査 

先進事例調査 
 

健康づくりプロ

グラム事例 

実施体制等 

企業・従業員を対象に試行実施 
 
 12/13 第一回健康体験セミナー 
    運動と栄養 
 01/31 第二回健康体験セミナー 
    食・地産地消 
 02/14 第三回健康体験セミナー 
    休養・瞑想・入浴 

試行実施の評価・検証 
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５．事業の進め方 

この事業を推進していくためには、地域の多種多様な個人、団体の参画が必須である。 

推進協議会を立ち上げるべく、町の企画課から町の各課へ主旨を伝え、やる気のある個人、団体

を探し参画を求めることからスタートした。まずは、その候補者をリストアップしながら、事業

の主旨を説明すべく各々へ直接アプローチした。最初は、ばらばらの様相であったが、方向性を

摺り合せるべく 11/1 に開催した第一回の推進協議会をきっかけに、各個人、団体の連携の機運が

高まり徐々にツアー企画として具体化し、後述の体験プログラム１４本等に練り上げることがで

きた。また試行したツアー５本に各々が体験プログラムの提供者として参加した。2/15 開催の推

進協議会には、20 人の結集を得ることができた。 
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第１章 地域交流（ニューツーリズム） 

 

１．地域交流によるニューツーリズム創出の考え方 

これまでの物優先、便利さ、機能、効率の追求からほんとうの豊かさとは何かを求める時代

となり、ツアーも「見る、聞く」から「体験（五感、感性）」を重視するようになってきた。

地域資源とは、その地域ならではの自然、文化、歴史、そして人情厚い住民である。体験その

もの以上に、体験を通して人と人との関わり、交流から互いが高まること、それが心の豊かさ

を求めるツアーとなる。単なる物見遊山的観光ではなく、価値観を共有できる人との交流、連

携を目指す。 

福岡都市圏から車で約一時間の距離にある五ケ山エリアには、自然、文化、歴史が豊かであ

る。栄西茶、霊仙寺、山茶花の群生、森林セラピー、ウォーキング等の中から、まずは、テー

マを決め、興味を共有できる人々をターゲットと想定した。たとえば、お茶というテーマツア

ーで八女、星野村、嬉野等と広域連携が可能だし、さらにブラッシュアップすることで海外（ヨ

ーッパ、東アジア）からの集客も視野にいれる（インバウンド）。近い将来、このツアーを企

画するための事前調査として、スイス・ローザンヌで開催された食の見本市「ガストロノミア」

に出展したジェトロのブースでの日本茶試飲サービスをはじめ、文化交流イベントにて栄西茶

をＰＲした。（補足説明−１ジェトロ日本茶試飲サービス参照） 

近年ヨーロッパ各国では、日本文化（「おもてなし」）の人気が一段と高まりつつある。し

かし、「おもてなし」はすでに日本では形骸化し減りつつあるので、「おもてなし」を再発見

する旅の価値を逆に海外からの視点で見直し、新しいツアーを生み出していきたい。 

 

・今までの見学型から体験型へ移行 

本物の地域資源にもとづく高度化、多様化した要望への対応 

・着地型ツアー 

今までのマス対応（大手旅行代理店等）ではない地域主導の集客方法の確立 

・地域づくりのためのツアー 

地域資源の利活用を前面に取り上げることにより、水源地域の自然を守り、地域産業の

再生を試み、地域住民が誇りを取り戻すことで地域の魅力を増大させる。これがツアー客

を呼び寄せ、事業の可能性を高めるという好循環のサイクルを目指す。自然環境の保全、

改善のために水源地の耕作放棄地や山林荒廃の防止策として水源地域住民と福岡都市圏

住民が協働して市民農園や山林の手入れ保全を行うことも有効と考える。 
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２．地域資源の整理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 7 

  

  地域にある資源を「食・農業」「観光＆自然・文化・歴史」「健康づくり（運動・休養）」

の３つに分けて整理、地域の各個人、団体の連携によって、新たな切り口でのツアー内容と

した。 
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３．モニターツアー・体験プログラムの企画、準備、試行実施 

（１）ツアー造成に向けた検討 

ニューツーリズム、エコツーリズム、グリーンツーリズムの現状を把握するために、７～８月

に既存資料収集を行うとともに、ＪＴＢ・ヘルスツーリズム研究所や㈱農協観光など、専門機関・

旅行業関係者へのヒアリングを行った。 

その結果、ニューツーリズム等については、①脚光をあびつつも事業面からは厳しいこと、②

助成金を使った低価格のモニターツアーはアンケートにおいては評価が高いが、助成金がなくな

れば参加者が激減していること、③多くのツアーがプロダクトアウト的プロセスで造成されてお

り（作り手の情熱はすばらしいが）顧客からみて魅力に乏しいこと、④他地域との差異化ができ

ていないこと、⑤受け地側の体制づくりがなかなか進展しないこと等の現状を知ることができた。 

以上を踏まえ、チームメンバーと検討しつつ、下記４点を基本方針とした。 

 

① プロダクトアウトではなく、マーケットインの立場からのツアーを企画、造成、催行する。 

② エコツアーの基本は踏襲するも、テーマ（たとえばお茶）を設定し、これに健康づくりの

要素を加えつつ、顧客のセグメンテーション、ポジショニングなどを押さえ、ターゲット

を明確にしていく。 

③ テーマツアーを継続していくには、ツアーコンダクターの資質（人柄、ホスピタリティー）

とそのテーマに対する知的レベルが要求される。受け地側の人材、育成が重要となる。テ

ーマにそった人材が地元にいない場合、当面は外部インストラクターを導入し、地元と連

携しながら人材を育てていく。 

 

以上の基本方針のもとで７本のモニターツアーの企画、造成と 14 本の体験プログラムの構築

を行った（うち５本のモニターツアーを試行実施した。）。 

なお、先進地事例として、長野県信濃町の森林セラピー（企業の福利厚生、健康づくり、保養

地として提携）、財団法人和歌山健康センター（熊野で健康ウォーキング）、岡山県美咲町・美

咲ファイネスト㈱（美咲農村ルネッサンス推進協議会）を参考にした。 

また、当初は、福岡都市圏からの健康ツアーの催行を狙い、下記のスポーツ・健康ツアーを企

画検討したが、計画地の五ケ山ダムエリアは、住民が全員移転済により受け地側の体制づくりが

厳しいと想定されることから、主たるエリアを山茶花の湯、霊仙寺、修学院、さざんか群生地へ

とシフトすることとした。 

 

○当初計画したツアー内容 

ウォーキングツアー（日本ウォーキング協会）、トレイルランツアー、ノルディックウォー

キングツアー（アグローブ）、ヨガツアー（㈱ストレッチスタジオ）、サイクリングツアー（関

西サイクルスポーツセンター）、クアツアー（財団法人大阪クナイプ協会）、ヘルスツーリズ

ム（ＪＴＢ・企業、行政機関の従業員向け） 
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（２）モニターツアー・体験プログラム内容概要 

モニターツアーと各体験プログラム内容、ツアー趣旨、事業効果については以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

催行日 ツアー名 体験プログラム内容 ツアー趣旨 事業実施効果 

11/8 

（月） 

健康づく

りと地域

交流 

～心と身

体の癒し

ツアー～ 

・森林健康ウォーキング                                

ウォーキング指導者と

森林セラピー資格者と

一緒に歩こう 

・座禅止観体験 

・芋掘り体験 

・焼き芋体験（松本農園） 

・ツーリズムウォーキング。健康

志向の都市住民を対象とした吉

野ヶ里の地域資源を利活用した

観光プログラムの造成。 

・対象地域の魅力を知ってもらう

ために、地域の自然資源を生か

したウォーキング、さざんか自

然群生地への立ち寄り、収穫体

験を行うとともに、地域の歴史

文化資源である脊振修学院にお

ける座禅止観体験（メンタルヘ

ルス）を入れる。 

・今年度は福岡都市圏に隣接する

篠栗町の歩こう会等をモニター

として実施する。今後、歩こう

会や森林セラピー愛好者等との

連動を見越す。篠栗町は今夏森

林セラピーロードを開設。その

他うきは市森林セラピーと連携

していきたい。 

・山茶花の湯と周辺の地

域資源(神社、自然、農

家)との連携による地

域全体としての集客を

図る(新規顧客開拓、リ

ピーター確保に) 

・農家や森林セラピー資

格者の雇用拡大の機会

を創出 

・健康志向の都市住民に

対し、吉野ヶ里の地域

資源を利活用したここ

ならではの観光ウォー

キング、森林セラピー

を提供 

11/19 

（金） 

農業体験

を通じ、                            

食の重要

性を知ろ

う！ 

 

企業研修 

・農業体験企業研修 

（講師） 

三神農業改良普及セン

ター（食育） 

㈱さざんか工房（食物）

他 

・食に関わる企業の社員研修とし

てのプログラムの造成。 

・対象地域には食・農業を学ぶフ

ィールドがあるため、社外研修

の一環として、食と農業の現場

を学ぶ機会を創出する。 

・今年度は、福岡市内で居酒屋、

レストランなどを展開する企業

からピックアップし、モニター

として実施する。今後、食と農

業に関連する企業を対象に内容

をブラッシュアップし定期的実

施を目指す。 

・新たなビジネスの展開

など、地元農業の振興

が期待される参加企業

の農産物直接購入等 

・都市部の企業社員と農

家等との信頼関係が築

かれるとともに、新た

なビジネスの展開が進

むことで地域に来訪す

る人が見込まれる 

・参加企業の新規事業の

立上げ 

・市民農園の開業 

・社員の起業等 

 

 

 

 

 

 

全体としての狙い 

・温浴施設｢山茶花の湯｣、ならびに周辺地域を巻き込んだ新規顧客・リピーターの確保を図るために、継続的な

取組みとしていきたい。（町の観光戦略・みらい会議への組み込み提供、合流） 

・そのために、参加された方の旅行形態、プログラムに対する評価を聞くことにより、今後実施する場合の参加

意向、周辺地域で訪問してみたかった場所、実施してほしいプログラム内容などを聞くことで、今後のプログ

ラム造成の検討材料とする。また、基礎データとして地域へのこれまでの来訪回数を聞くことで、新規顧客の

確保の見込みを把握する材料とする。 

・企業に対しては、新たな商品開発などの展開が考えられるか、その後の展開を見越した内容を問う。また、身

近に参加しそうな団体・組織等についての情報を仕入れる。 
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催行日 ツアー名 体験プログラム内容 ツアー趣旨 事業実施効果 

11/20                

（土） 

日本茶栽

培発祥の

地                    

「脊振山

霊仙寺跡」

を訪ねて      

大学茶道

部 

・脊振山霊仙寺跡一帯と栄

西禅師 

茶栽培の地「石上坊跡」散

策 

（案内人）日本茶アドバイ

ザー・多良正裕氏（美味し

いお茶の入れ方実践／茶

道愛好会）赤熊太鼓鑑賞 

・お茶に興味を持つ人を対象とし

たプログラム造成。 

・日本茶栽培発祥の地という地域

資源を活用して、茶栽培の地を

巡り、お茶の入れ方を体感して

もらう。（途中、さざんか自然

群生地など地域の魅力にも触れ

る。） 

・今年度は、佐賀の大学の茶道部

をモニターとして実施。今後、

学校や団体などの茶道部やお茶

に興味を持つ人、さらには海外

からの旅行者等を対象に実施を

目指す。 

・｢茶｣というキーワードに

よる新規顧客の確保、地

域への集客拡大 

・お茶に興味を持つ人が茶

のことを知る機会を創

出 

・栄養としての「茶」 

・広域連携茶テーマツアー 

・海外にも発信が可能（日

本文化） 

 スイスでの見本市「ガス

トロミノア」ジェトロ 

 栄西茶ＰＲ 

11/21                

（日） 

五ヶ山ダ

ム水源地

を訪ねて  

     

福岡市水

道局 

・水源地の歴史、文化、自

然を学ぼう                

 

ダムに関する話（福岡県五

ケ山ダム建設事務所）                   

歴史、文化、自然について

（於保講師、大石講師） 

・水源地を訪ねて水道事業を知る

社会教育、環境教育エコツアー

の造成。エコウォーキング。 

・社会勉強の一環としてダムの造

成にまつわる様々な話や、周辺

地域の歴史、文化、自然を学ぶ。 

・今年度、福岡市水道局、福岡県

五ヶ山ダム建設事務所と連携し

て、一般よりモニターを募集。

今後、福岡市水源林ボランティ

アの会など環境、社会貢献活動

に関心を持つ団体、企業、個人

などとの連携を見越す。 

・ダム造成など社会学習の

機会を創出。 

・福岡都市圏との上下流交

流のきっかけづくりと

なり、行政間としてもさ

まざまな事業の展開が

見込まれる 

 

1/30                

（日） 

山茶花・健

康ウォー

キング 

佐賀ウォ

ーキング

協会 

日本ウォ

ーキング

協会 

 

 

 

山茶花マ

ラソン 

佐賀大学

マラソン

クラブ 

1/29（土）

催行 

・各種ウォーキングコース

の設定 

 

山茶花コース／竹林コー

ス／霊仙寺コース／歴

史・文化コース 

 

茶のおもてなし・茶道愛好

会 赤熊太鼓演奏でスタ

ート、出迎え 

 

ウォーキングからジョギ

ング、マラソンへ展開                   

・スポーツとしてのウォーキング。

九州におけるウォーキング基地

のメッカを目指す。 

・今回は、佐賀ウォーキング協会

を中心に福岡都市圏のウォーキ

ング愛好者に呼びかける。単に

歩くだけでなく地域資源（お茶、

山茶花、竹等）を有効活用し、

独自の魅力あるコースを目指

す。 

・佐賀ウォーキング協会の定期催

行内定。 

・ウォーキングコース、ジョギン

グコース、ランニングコース、

トレイルランへの発展拡大を目

指す 

・日本ウォーキング協会、

福岡ウォーキング協会、

佐賀ウォーキング協会

との連携。その他、歩こ

う会との連携 集客に

向けての情報発信 

・吉野ヶ里ウォーキング倶

楽部の立上げ 

・ウォーキング事業の検討 

・協賛企業の募集 

 大塚製薬、ムーンスタ

ー、ＴＯＴＯ等   
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また、各体験プログラムの概要は下記の通りである。 

 

 

体験プログラム 提供者 内容 

１．水源地の自然、歴史を学ぶ 大石久一 元林業従事の地域の語り部 

２．地域の自然、歴史、文化を学ぶ 於保忠 地元自然、歴史、文化の生き字引 

３．栄西茶を尋ねて さざんか塾 多良塾長 茶の歴史、文化、日本茶アドバイザー 

４．茶のこころを学ぶ 茶道愛好会 真島代表 茶道、もてなしの心、実践 

５．太鼓イベント、実習 赤熊太鼓保存会 松田代表 地域の伝統保存、イベント、実習 

６．修学院で座禅・瞑想 坂本修学院 埜口住職 メンタルヘルスプログラム 

７．農業体験 農村セラピー 松本農園 松本代表 イチゴ狩り、芋ほり、焼き芋 

８．農業体験 農村セラピー 農家 みかん狩り 

９．農業体験 農村セラピー 農家 こんにゃくづくり 

10.農業体験と講習 農村セラピー さざんか工房 池田代表 野菜、竹の子ほり、講話、料理研修 

11. ウォーキング指導 佐賀ウォーキング協会 歩き方 実践、指導 

12. 森林ウォーキング指導 青木勝 健康づくり 実践、指導 

13. 森林セラピー指導 河辺輝典（資格保有者） 森林セラピー実践、指導 

14. 温泉セラピー指導 ストレッチスタジオ 安希 ストレッチ、ヨガ、入浴方法等 
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（３）実施結果 

催行したモニターツアーの内容、アンケート結果概要一覧を以下に示す。（各ツアーの結

果については次頁以降参照） 

 

ツアー名 実施日 プログラム内容・協力 
参加 

人数 
アンケート評価（1～５） 

健康作りと地域交流 

 

～心と身体の癒しツ
アー～ 

 

 

参加者 

福岡県内 

11 月 8 日
（月） 

 

 

森林健康ウォーキング 

座禅仕官体験 

芋掘り体験・焼芋・猪肉振る舞
い 

 

 

・坂本修学院 埜口住職 

・松本農園 松本代表 

・森林セラピスト、ウォーキン
グ 

28 名  

ツアー全般 

 

 

3.6 

座禅仕官体験 4.6 

森林セラピー・ウォーキング 4.3 

芋掘り体験 4.5 

山茶花の湯 4 

地産地消弁当 4.3 

農業体験を通じ、食
の重要性を知ろう 

 

 

参加者：㈱益正 

   就職内定学生 

11 月 19 日
（金） 

 

 

農業体験企業研修 

 料理実践 

 

・三神農業改良普及センター 

 藤崎副所長・川崎氏 

・㈱さざんか工房 池田代表 

20 名 

 

 

ツアー全般 

 

 

4.5 

講習（三神農業改良） 4.3 

講習（さざんか工房） 4.6 

山茶花の湯 4.6 

食事内容 4.8 

日本茶栽培発祥の地 

 

「脊振山霊仙寺跡」
を訪ねて 

 

 

参加者 

西九州大学茶道部 

11 月 20 日
（土） 

 

 

散策案内 脊振山霊仙寺一帯・ 

     茶栽培の地石上坊
跡 

お茶入れ方実践 

太鼓鑑賞 

・日本茶アドバイザー多良講師 

・茶道愛好会 真島氏 

・赤熊太鼓一同 

18 名  

ツアー全般 

 

 

4.3 

霊仙寺案内 4.1 

お茶の淹れ方 4.1 

赤熊太鼓鑑賞 4.5 

山茶花の湯 4.8 

地産地消弁当 4.3 

五ヶ山ダム水源地を
訪ねて 

 

福岡市水道局 

 

 

参加者 

福岡県内 

 

11 月 21 日
（日） 

 

 

 

 

水源地の歴史、文化、自然を学
ぶ 

ダムに関する話 

歴史・自然・文化について 

 

・福岡県五ヶ山ダム建設事務所 

福岡市水道局 

・於保講師・大石講師・企画課 
直塚副課長 

36 名  

ツアー全般 

 

 

4.3 

ダム説明 4.2 

五ヶ山案内 4.2 

歴史講演 4.3 

山茶花の湯 4 

地産池消弁当 4.2 

山茶花ウォーキング 

ツアー 

 

 

参加者 

佐賀県内 

（積雪のため福岡か
らのツアー中止） 

1 月 30 日
（日） 

 

吉野ケ里町ウォーキングコー
ス 

設定の実践 

健康づくりにおける運動療法
の一環 

 

 

・ウォーキング協会会長 土井
氏 

・㈱ムーンスター協力 

59 名  

ツアー全般 

 

− 

現地集合・解散 3.2 

ウォーキングコース 3.4 

山茶花の湯 3.9 

地産池消弁当 3.0 

  

佐賀、福岡、ランニ
ングチーム実施 

1 月 29 日
（土） 

・佐賀大学＆大塚製薬 

 

30 名 ランニングコース設定  
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１） 健康作りと地域交流体験 〜心と身体の癒しツアー〜 

 

【日時】 2010 年 11 月 8 日（月） 9:00～18:30 

【行程】 オアシス篠栗出発 9:00 →坂本修学院 到着 9:40 （座禅止観の体験、地産地消弁

当の昼食） →ウォーキング開始 13:00 坂本峠福岡側入口より出発 霊仙寺跡・

山茶花自生北限地を経て、さざんか千坊館到着 14:30  →松本農園到着 14:45 

（芋掘り、試食、農業について講話） →山茶花の湯 到着 16:30 （入浴、売店

にてお買い物） → オアシス篠栗 到着・解散 18:20 

【料金】 ¥4,980 （３歳以上同料金） 

 

【参加者】26 名  その他  運転手(有)若杉観光バス 岡田氏 

  添乗員 森林セラピスト河辺講師、ウォーキングトレーナー青木講師 

  現地対応  山茶花の湯 松元・松浦 他 

【所感】 ・通常の観光ツアー的要素に加え、ウォーキング・座禅止観による身体と心両面

の健康プログラムを楽しめるツアー内容、特に座禅止観（全員初体験者）は皆さ

んかなりの満足度だった様子です。 

・本モニターツアーの立寄り箇所は、どれも未だ観光地化されておらず、本業の

ツアー会社にもない箇所を新しく開拓したものと言えます。これはツアー慣れし

た年配者に対する訴求力と満足度においても非常に魅力的であったと思われます。 

・地産地消弁当に関しては、薄味でヘルシーなメニューである点で概ね満足して

頂けました。 

・運営体制に関しては、今回４名体制で当りスケジュール・案内を行なえ非常に

手厚いケアとなりました。参加者の誘導、アナウンスなども滞りなく行なえまし

た。年配の方が主になるので、どの行程も健康に則したものであり、参加者の満

足度を満たすものであったと思います。上記を踏まえ、当然お客様の満足へと繋

がりましたが、今後コストの面で同様の体制をとるのは難しいと思われる。 

・さらにバス代が加算され、ツアー代金が￥10,000 近くなると魅力がなくなると

感じる。 

【反省・改善面】・パッケージを市販物とは変えローカル色を出したり、なぜそのメニューになった

のかその理由や地元のどんな農家で作られた物なのか等を案内書で説明すると参

加者にさらに喜ばれると思います。 

・ウォーキングにおける参加者のペースのばらつきにより、以降の行程が若干タ

イトになってしまった感は否めなかったので、全員で動く（移動）する行程には

もう尐し余裕を持つべきだったとは感じます。また現状のツアー状況の連絡など

受け入れ側との連絡が後手に回ってしまった部分もあり、反省点となりました。 

【その他】参加者へアンケート実施（集計結果は別紙参照） 

 



 14 

【ツアー風景】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

坂本修学院／座禅止観体験の
様子。約１時間の初体験は大変
貴重と皆さん喜ばれました。 
 

食事風景／薄めの味付けと、揚
物の無いヘルシーなメニュー
は大変喜ばれました。 
 

境内にて集合写真／境内の木々
を眺めながら、紅葉の時期に又
来たいとの声も聞かれました。 
 

ウォーキング開始／福岡佐賀
の県境、坂本峠の福岡側から佐
賀へと向かいました。 
 

昼食会場／数百年の歴史を誇る
修学院の一間をお借りしての昼
食は趣深い雰囲気となりまし
た。 
 

昼食／野菜を中心としたメニュ
ーの地産地消弁当。お茶は、日
本初のお茶栽培の地吉野ケ里に
因んだ栄西茶をご用意。 
 

ウォーキングコース／整備さ
れた歩道の中にも、ふと見上げ
れば大きな楠の古木。 

 

 

ウォーキングコース／坂本修学
院とも縁の深い霊仙寺跡。 

 

ウォーキングコース／日本のお
茶発祥の地」記念碑からの景色。
手前に見えるのはその茶畑。 

山茶花自生北限地／野生の山
茶花をバックに記念撮影。 

松本農園にて／芋掘り体験の様
子。 

松本農園にて／今回のツアー最
高の盛り上がりを見せました。 

 

松本農園／御主人から、農業に
ついてのお話。１時間近くの時
間にも飽きる事なく耳を傾け
られてました。 

 

松本農園／お客様からも、作物
についての質問も盛んに出て和
やかな空気でした。 

 

山茶花の湯・売店／農園にて、
大量のお土産を貰った後でもや
はりお買い物は大きな楽しみの
一つであるようです。 
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【アンケート結果】 
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２） 農業体験を通じ、食の重要性を知ろう 

 

【日時】 2010 年 11 月 19 日（金）  10:00～19:00 

【行程】 益正本社出発 →山茶花の湯到着（休憩、入浴） →古民家にて講演･試食体験 

   →利休亭にて懇親会 

【料金】 3,200 円 ※入浴されない方 ２７００円 

【参加者】20 名 ㈱益正新卒採用者 18 名、本社社員２名 

  添乗員 松本氏（農協観光） 、河辺 

  現地対応 三神農業普及センター・藤崎副所長、川崎氏 ㈱さざんか 池田氏 他 

       山茶花の湯 松浦  他 

 

【所感】 ・地元の「食」に携わる方の実体験による講話は、皆さん興味深く聞かれ印象にも 

残った御様子でした。特に餃子の手作り体験と試食は盛上がり楽しんで頂けたよ

うです。 

・飲食業の会社に入社したとの意識は感じられました。 

・お風呂に関しては、入浴された方は満足して頂けましたが、入浴されなかった

方もおられました。理由としては、入浴がプログラムの前半にきていた事と当日

の服装がスーツであった事が考えられます。 

・飲食業の研修として、今回の経験をベースにプログラムを充実させれば面白い

展開になると思います。 

【反省・改善面】 

・今回は、都合により野菜収穫体験ができず、まことに残念です。 

・講話だけではなく、せめて実際に土に触れながら収穫者の話を聞く等五感を使

ったプログラムにすると、印象深く更に楽しんでもらえると思います。 

・全行程における、入浴時間の配分等、こちら側の思惑と先方の希望とにズレが

あった感は否めませんでした。プログラムの内容･行程･段取りについては事前に

時間をとり十分に意見のすり合わせをする必要がありました。  

・畑の状況とか天候に左右されるので、事前の準備と臨機応変の対応が必要と 

思いました。 

 

【その他】参加者へアンケート実施（集計結果は別紙参照） 
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【ツアー風景】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

益正本社での研修 山茶花の湯 入浴･休憩 

古民家にて スライドを使った講演 受講風景 

講演後、地元食材を使った餃子作り体験・

食事 

 

利休亭にて懇親会 



 18 

【アンケート結果】 
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３） 日本茶栽培発祥の地 東脊振山霊仙寺を訪ねて 

 

【日時】 2010 年 11 月 11 日（土） 8:00～17:00 

【行程】 JR 烏栖駅出発 →霊仙寺跡･山茶花自生地 散策 →古民家にて昼食 →お茶の

ふるまい →赤熊太鼓観賞･体験 → 山茶花の湯入浴･休憩 

【料金】 1,000 円 

【参加者】18 名   西日本九州大学茶道部 

  茶道部顧問 安田様、 

  運転手（祐徳観光バス）添乗員 原 （農協観光）、 河辺 

現地対応：日本茶アドバイザー多良さざんか塾長、 

     お茶愛好会 真島代表、赤熊太鼓 伊藤氏 

     山茶花の湯 松元・松浦 他 

【所感】 ・霊仙寺跡や山茶花自生北限地を回る散策は非常に楽しんで頂けました。 

・ただ、事前に顧客の属性を聞いておくことでより提供プログラムの内容に磨き

がかかります。 

・郷土史、お茶に詳しい方にガイドについて頂き、詳しくお話頂けた点が非常に

喜ばれました。 

・やはり、茶道部ということで、お茶の話には興味を示していました。 

・お茶の振る舞いや和太鼓の演奏･体験は非日常のものとして深く印象に残った様

子でした。 

【反省・改善面】 

・散策コース中、気温の問題でガイドさんからの説明が長くなると体力的にきつ

い箇所もあり、当日の気温や参加者の体力を考慮し、プログラムの時間配分を変

える等の対応が必要かと思われます。 

・語り部からの説明は、昼食を共にしながら行なうと、より楽な環境でしっかり

と聞いて頂けるかと思います。 

･実際の入浴者は半数にも満たない程度でした。女性やその後の予定のある方など、

通常の日帰りツアーにおいても入浴されない方は多くおられる為自然な数字と思

われますが、そこに、事前確認で岩盤浴の予約受付や道の駅への送迎など入浴以

外の代替サービスが提供できればより満足度の高いものとなると思われます。 

 

【その他】参加者へアンケート実施（集計結果は別紙参照） 
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【ツアー風景】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

霊仙寺跡付近にてガイドの模様 散策の模様 

山茶花自生北限地にて 古民家にて、お茶の振る舞い 

地元赤熊太鼓チームと演奏の体験 

 

入浴・休憩時間における、グランドゴルフ

利用の模様 
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【アンケート結果】 
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４） 五ケ山ダム 水源地を訪ねて ツアー 福岡水道局 

 

【日時】 2010 年 11 月 21 日（日） 8:30～17:00 

【行程】 福岡市役所前出発 →那珂川 中ノ島公園 →五ケ山ダム建設現場内展望所  

→坂本峠 →国境石見学→山茶花自生北限地 →古民家にて講演 →山茶花の湯

入浴･休憩 →千坊館にてお買い物 →福岡市役所 

【料金】 1,000 円 

【参加者】36 名  その他運転手（西鉄観光バス）添乗員 春岡氏（農協観光）、 河辺 

現地対応：福岡県五ケ山ダム建設事務所、福岡市水道局 、教育委員 於保講師 大

石講師、吉野ヶ里町役場企画課 直塚副課長    山茶花の湯 松浦 他 

【所感】 ・五ケ山ダム展望所は、現在工事中であり通常一般者が立ち入れない箇所において 

建設の現場関係者から直接ご説明を頂きました。参加者からの質問も盛んで、参

加者の関心を満たすプログラムとなりました。 

・ダム建設の地で育った講師方の講演は、言葉や話の 1 つ 1 つに重みと実感がこ

もり、皆さん興味深く聞いておられました。 

・これだけの内容のわりには価格が安いがこの価格では継続がきびしいと思いま

す。 

 

【反省・改善面】・参加者の関心を満たし、ダム建設への理解を深め、概ね満足度の高い内容であっ

たと思われます。 

･五ケ山ダム展望所からの景色は、工事の進行とともに大きくその景観を変えてい

く為、次回また催行できた時にはまた時間経過という要素を加え楽しんで頂ける

のではないでしょうか。 

･参加者の中には、一部ですがもっと観光色の強い内容を期待していた方もおられ

ました。 

そういう方向けに、地元観光色のある内容を加えるのか、又は、純粋に郷土学的

内容でいくのか 

募集段階でのパッケージにおいて差別（特化）を図る事も今後の検討課題かと思

います。 

・今回は農協観光に募集を依頼したが、環境、エコツアーであることのＰＲ不足

もあったのではないかと思います。 

 

【その他】参加者へアンケート実施（集計結果は別紙参照） 
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【ツアー風景】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

五ヶ山ダム展望所にて 坂本峠 国境石見学 

山茶花自生北限地にて 古民家にて、スライドを使った講演 

第一部 

古民家にて、スライドを使った講演 

第二部 

古民家内部にて、受講風景 
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【アンケート結果】 
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５） 山茶花ウォーキング大会 

 

【日時】 2011 年１月 30 日（日） 8:30～14:00  天候  雪 

【参加者】59 名（小学生未満 3 名含） 

【行程】山茶花の湯集合・受付集金（9:00）→開会式（9:15）古民家前、悪天候にてバーベキ

ュー広場 出発（9:30） →11:20 5 キロコース 15 名戻り →ムーンスター社によ

る無料足測定 (37 名利用）古民家にてお食事、アンケート入力後 自由時間（入浴な

ど）→12:30 10 キロコース 40 名戻り 古民家にてお食事、アンケート入力後 自

由時間 →13:00 アンケート回収、松浦  シール配布※佐賀県ウォーキング協会→

13:00 閉会宣言 土井会長（奥様） 解散  各自帰宅・入浴等 

【料金】￥1,000  現地までの交通費各自実費 

 内訳：950 円 弁当５００円、タオル１５０円、保険代３００円 

 ※佐賀県ウォーキング協会 50 円 ムーンスター社 2 名、 

 吉野ヶ里町１名 弁当・お茶代金に充当 

 

【良かった点】・雪が降りしきる中、大会参加に 60 名近い方が参加をされた点 

･道路除雪作業が、開会式前までに終えることが出来たこと（対応：商工観光課 城

尾副課長・松浦） 

・山茶花の湯へ足を運んで下さったことにより施設売上に貢献したこと。 

【悪かった点】・参加人数が尐なくなったとは言え、60 名近い参加者であった為、休憩所の古民家

が混雑し混乱したこと。 

・降雪ながら大会対応者が弊社数名であったことで、お客様の誘導、ご案内サービ

スが疎かになった。コース中の撮影も、弁当準備などにより出来なかった。 

・福岡からも当初１１人の参加がみこまれたが、降雪のため中止となり、残念であ

った。 

【所感・改善策】・吉野ヶ里町周辺の町では、「歩こう会」があり、吉野ヶ里町では遅れていると言

われている中、率先してウォーキング大会を開催できた点は、今後の躍進に繋げ

るきっかけになったと思います。 

・大会開催時には主催者側の対応は最低４名は必要。積雪イレギュラーもありまし

たが、入浴が無料と思われている方が多くいらっしゃり、書面にて案内をするべ

きと感じた。 

・次回開催時は、当日キャンセルなどデメリットも考慮し、弁当の代わりに入浴を

参加料金に組み込むように設定をしたいと思う。 

【その他】参加者へアンケート実施（集計結果は別紙参照） 
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【ツアー風景】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開会式／佐賀ウォーキング協会会
長・土井様によるコース説明、注意
事項 

開会式／司会進行・村上様 出発前・準備体操／約五分間実施 

ウォーキング開始／雪の中、小さな
お子様も参加。企画課・直塚様も 5

キロコースにチャレンジ 

 

ウォーキング風景／寒さや雪によ
り、身を丸くしながら歩かれている
方も見受けられた 

古民家内準備／第一陣 5 キロコー
ス 25 名分の弁当準備 

古民家玄関前／施設前にも大会案
内 POP 掲示 

食事風景／第一陣・5 キロコースの
方々、第二陣・10 キロコースの方々
が合流し、混雑を見せる 

足型測定／ムーンスター社による
パソコンにて長さ、幅を測定（無料）
の様子 

足型測定／ムーンスター社による
パソコンにて長さ、幅を測定（無料）
の様子 
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【アンケート結果】 
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６） 山茶花の湯拠点 アミノバリューランニングクラブ ランニングコース選定実施 

 

【日時】 2011 年 1 月 29 日（土）   8:00～13:00  天候  曇一時雪 

【行程】 山茶花の湯集合 →主催ツルカメＯ＆Ｅ挨拶・佐賀大学コース説明 

 →ストレッチ運動 →山茶花の湯出発 →吉野ヶ里町大曲 →山茶花の湯 →

山茶花の湯入浴･休憩 →各自解散  

ウォーキング工程 9 キロ 

【料金】 無料  現地までの交通費各自実費 

【参加者】30 名 佐賀大学スタッフ・大塚製薬㈱ 

   現地対応  松浦 他 

 

【所感】 ・普段のコースと違う点に、ウォーキングチームの皆様にとっては新鮮であったよ 

うです。 

･定期的な形で、専門の健康指導士・ランニング指導の方を呼ぶことができれば設

立も可能であると感じた。 

※ランニング後の温泉は好評であったことからもセット券販売も視野に入れる。 

 

【改善面】・コースがわかりにくく、横断歩道がない所を渡るなど危険な面が指摘されており、 

道にも案内掲示が必要であり、新たなコース設定についても検討しなければなら

ない。 

 

【その他】参加者へアンケート実施（集計結果は別紙参照） 

 

【ツアー風景】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コース説明 ストレッチ運動 ランニングスタート 

ランニング様子 ランニング様子 
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【アンケート結果】 
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（４）アンケートの評価・検証 

モニターツアー・体験プログラムの内容について参加者の評価から、商品化に向けての改善

ポイントは下記の通り挙げられる。 

 

①今回の５本のモニター・ツアーを通じて、ツアー全般および各体験プログラムのアンケート

5段階評価は、「山茶花ウォーキング」以外は、評価４以上を獲得していることから、テー

マツアーはこの方針で商品化を進めればかなり高い受容性が見込まれる。 

②高評価の要因の一つは、ツアーコンダクターである。社員研修ツアーの就職内定者は上司で

あるツアーコンダクターのもとでは低い評価はつけにくいであろう。また、＜日本茶栽培発

祥ツアー＞においては、茶道部の顧問の先生のもとでは同様となると想定される。 

③次にツアー価格が大きなポイントとなる。バス代等の助成金がなくなれば、＠7,000～10,000

円/人となり実際の参加率は低下が予想される。ヒアリングからは、＠5,000 円/人が目安と

の声があった。 

④＜五ケ山ダム水源地をたずねてツアー＞は、大手旅行会社の販売力に期待し＠3,000 円/人

で募集をかけたが集まらず、＠1,000 円/人としたところ即満杯となった。本来の“環境、

エコ学ぶ”趣旨が、いつの間にか低価格で“自然の中で遊ぼう”へ走ったと睨んでいる。 

⑤＜日本茶栽培発祥ツアー＞は、大学茶道部、女子学生が多いこともあり、評価の高いツアー

となったが、現役学生はお金に厳しい現状ゆえ今後の事業性を考えるとＯＢ等時間とお金に

余裕ある層をターゲットにすべきとの意見をいただいた。 

⑥各々のツアーについての評価として補足すると 

＜健康づくりと地域交流＞では、＠4,980 円/人と最も高額のツアーであったにもかかわら

ず高評価であったのは、４名の運営体制をとったからである。参加者に高齢者が多かった

ゆえだが、高齢者向けには充分な対応人数が必要であること確認した。 

＜食の重要性を知ろう＞では、都合により野菜収穫体験ができず残念であったが、研修担当

者からは継続の可能性高い返事をいただいた。 

＜日本茶栽培発祥ツアー＞では、お茶の講話といっても内容のレベルがまちまちで事前に参

加者のニーズを把握しておく必要を指摘された。 

＜五ケ山ダム水源地を訪ねてツアー＞では、教育ツアーとして継続していくには、福岡市水

道局、県土木事務所、吉野ヶ里町等の行政のバックアップが必須と思われる。 

＜山茶花ウォーキングツアー＞では、評価が３と最も低く厳しいものとなったが、積雪で悪

条件が原因と思われる。さらに、現地集合現地解散であったことも原因の一つ。もっと気

候の良いシーズンであれば評価も高くなったと考えられる。 

 

なお、アンケートには問題点があまり書かれていないが、雤天用のプログラムの準備や雤天

用プログラムへのフレキシブルな変更、訪問地での滞在時間を長くする等のプログラム計画、

講師の講義の内容やレベルを再検討するすることも必要と思われる。これらのクリアー、ブラ

ッシュアップを図ることでさらなる顧客満足を獲得することを目指したい。 
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（５）成果と課題 

１）成果 

一つは、ツアー参加者のニーズに関しアンケート評価を通じて具体的に把握することができ、

今後のツアー企画、造成、催行にあたり、参考指標とすることが可能となったこと。 

二つ目は、受け地側の機運が盛り上がったこと。 

本地域の資源は、「食・農業」「観光＆自然・文化・歴史」そして「人」、いずれも豊かであ

る。ただし、各々がばらばらで連携がされていなかった。当初は、「行政主導で動いていかない

と難しい」「町に整備やサポートをお願いしても全く反応がない」あるいは「町はそれなりに豊

かだからやる気が無い」「行政には期待していない」「本気で地域を考える危機感がない」とい

った声が散見されたが、体験プログラム、ツアーの企画検討を重ねるうちに方向性とベクトルが

摺りあわされ、最後は、「せっかくここまでやったのだから、無駄にならないよう継続すべき」

「活動の広がりが大切だと思う。」「みんなで話し合い、意見を出し合い、進めていこう」「行

政主導ではなくわれわれでやっていくべし」との機運が生まれてきた。このことが最大の成果で

ある。 

特に、女性グループから、次ぎのような声がでた。「人々の、それぞれの思いや考えを持ち寄

る場をつくることを第一の目的とし、考えを押し付けるのではなく、様々な人々と考えにつきあ

うことが大切」「農村女性の意見は反映されにくいが、女性が動かないと地域の行事やイベント

は回らない。女性がやる気を出したら動く！」「動きだそう。やってみよう。自分たちでやれる。」

「農村理解のためのグリーンツーリズム推進に関する取組みを進めるにあたり、町のバックアッ

プをお願いしたい。具体的には、農業体験ツアー等研究会の開催、地域案内人の養成と案内のた

めのマップづくり、グリーツーリズムインストラクター養成への参加へのバックアップ」 

 

２）課題 

①提供プログラムのレベルアップ、ブラッシュアップ 

 短期間で成果を出す必要があり、充分なフィジビリティースタディーが行えていないため、今

後体験プログラムのレベルアップ、ブラッシュアップをどうしていくかが検討課題である。 

②体験プログラムの提供者の人材確保と育成 

 テーマツアーゆえ各ツアーのリーダー、体験プログラムの提供者の資質、知識、知恵が重要と

なるが、その人材のさらなる発掘と育成はより求められる。 

③組織、体制 

 走りながら考えたため、地元住民はもとより、メンバー内にさえ充分な説明とすり合わせでき

ず、先走り感がある。今後、地元主体の体制とし、より地元の主体性を重視していく必要がある。

特に、上記の女性の要望に対しどう具体的に答えていくか。 

 今回は、ツルカメＯ＆Ｅ㈱がコーディネート役として牽引したが、今後、行政がサポートする

自主的な協議会など、地元住民が中心となって動いていく組織が必要である。 

④広報、販促 

 今回のモニターツアーは、目的に沿った企業、組織に直接交渉を行っており、ＰＲ、販促ルー

トについては現在未開拓である。 
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４．本格実施に向けての検討（次年度以降の展開） 

 

（１）体験プログラムの品質管理と継続的開発・提供を行う受け地側コーディネート機能（組織）

の設置 

・今回実施したモニター・ツアーの体験・見学受入箇所は、今後ともプログラムのブラッシ

ュアップと受入れを前向きにとらえている。しかし、継続的にプログラムを開発・品質管

理・提供していくためには、資源管理やプログラム提供者間の連携、育成を進めるコーデ

ィネート役が必須となる。 

・吉野ヶ里町において、テーマツアー（体験プログラム）を推進していくための受け地側の

組織として①交通事業者（JTB,農協観光等） ②吉野ヶ里町観光商工課 ③協議会 等が

考えられる。 

・町内の公平性や利害関係を勘案すると、第一段階として町の商工観光課の中に専任担当者

を置き、これを中心に役場の全面的な支援を受けながら進めていくことが適切と考える。

なお、町は、昨年 10月に町の観光戦略として、（仮称）吉野ヶ里みらい会議・を立上げる

べく、ホームページ等で参加の有志を募集した。現在、町と NPO、有志で、協議会を立ち

上げることも検討中である。 

 

（２）福岡都市圏の企業研修向けツアーとヘルスツーリズムの呼び込みへの展開に向けて 

・旅行市場は大きく、Ｂ２Ｃ（企業と一般消費者間取引）、Ｂ２Ｂ（企業間取引）、Ｂ２Ｂ２

Ｃ（企業間取引と企業・一般消費者間取引）に分類される。 

・Ｂ２Ｃ商品は旅行会社の店頭や駅前、バスの車中のパンフレットのような旅行である。楽

しさ、面白さそして価格に非常に敏感に反応し、週末、祝祭日に集中する傾向があり、一

般的なエコツアーはこれにあたるが、子供中心の旅行となり、低価格で事業採算は厳しい

面がある。 

・Ｂ２Ｂ商品は企業研修（新入社員、マネジメント研修、階層別、メンタル等）、修学旅行、

ゼミ合宿等であり、企業向けのソルーションが求められる。楽しさ、面白さよりも意義や

効果が問われる。但し、課題解決に有効と認知されれば安定的な集客が見込まれ、平日の

催行も可能となる。 

・Ｂ２Ｂ２Ｃ商品は、今回の場合でいうと、テーマを絞り込んだグループとリーダー（先生

とかインストラクター）のツアーがこれにあたるが、最終顧客は一般消費者でありＢ２Ｃ

商品と大きな違いはない。ただし、リーダーと一緒に行く旅行であり価格は内容次第であ

ることがモニターツアーにおいても明らかになった。また、受け地側がテーマに対しどの

程度対応できるかが重要な要素となる。 

・吉野ヶ里町にとっての目指すべきニューツーリズムとは何か。町の地域資源はやはり自然・

森林がベースとなる。町の強みとは何か。福岡都市圏から近距離で、自然と歴史、文化が

残っているという好立地。この観点から、現在の自然すなわち環境（エコ）ツアーに「健

康」という軸（観点）を強力に打ち出していきたい。 

 

※B２C とは、BtoC ともいう。Business to Consumer の略 
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（３）効果的な販売チャネルの開発 

・現状のエコツアー、ヘルスツーリズムが事業採算的にもう一つ成功しているとはいえない

のはプロダクトアウトの発想（自己満足で顧客の視点がない）からぬけきれていないこと、

もう一つは流通・販促チャネルについてほとんど考慮されていないことだ。販売チャネル

の開発を次の図表のようにとらえ整備し、次年度から売込んで行きたい。 

 

図表 販売チャネルの整備方針 

 流  通 最終顧客 最終プロダクト 

（B２B２C） 

エコツアー 

お茶ツアー 

温泉ツアー 

ウォーキングツア

ー 

 

施設、カルチャーセンター、

大学、茶道部等へのダイレク

トセールス(DM)  

インターネット(Web) 

旅行会社（JTB,農協観光等） 

施設の顧客 

教室の生徒 

カルチャアー

センターの生

徒 

テーマ(目的型)ツアー 

･体験ツアー(独自性) 

･体験プログラム(独自性) 

 

 

企
業
向
け
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム 

(Ｂ２Ｂ)   

企業研修 

 

 

 

福岡都市圏の企業へダイレ

クトセールス 

インターネット（Web） 

企業 

(総務･人事部 

人材開発室) 

労働組合 

健康保険組合 

学校等 

研修（メンタルヘルス対

策、メタボ対策、社員研修 

（内定者、新入社員、階層） 

ヘルシーカンパニーの理

念 

ＣＳＲ 

費用は会社負担 

(Ｂ２Ｂ

２Ｃ) 

福利厚生 

福利厚生会社 

健康保険組合 

インターネット（Web） 

企業の従業員 

 

 

福利厚生カフェテリアプ

ラン 

交通費、宿泊費の一部補助 

 

 

（４）ツアー（サービス）と商品の融合の試み 

・新しいテーマ性のツアー造成において、ものづくり体験と商品開発＆販売を融合させてい

く。たとえば、お茶のテーマでの健康ツアーにおいては茶風呂の体験、茶ボディーソープ、

茶化粧ジェルの試用、茶の商品づくり体験、共同商品開発等。お茶を飲む、お茶をたしな

む、お茶を食べる。そして、お茶のこころを体験する。おもてなしのこころの源流を求め

る旅。 

・エコツアー、たとえば、木工教室ツアーにおいては吉野ヶ里町の杉、檜、竹、語り部さん

の話、間伐材運び出し、伐採の体験プログラムを経験し、より木材に対する知識を深め、

木工商品化に参画し製作し販売し、さらには幼稚園、小学校の木育に利活用することも面

白いのではないか。今後、木育共感商品開発あるであろう。 

特に竹となれば、竹細工、バンブーオーケストラ等すでに材料はそろっている。 
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第２章 健康づくり（ヘルシーカンパニー） 

 

１．健康づくり（ヘルシーカンパニー）推進の考え方 

（１）社会的背景 

日本人の生活習慣の変化や高齢化により、近年、糖尿病等の生活習慣病の有病者、予備軍が

急増し、生活者においては健康志向が高まりをみせ、社会においては、医療費の高騰を抑える

べくこうした生活習慣病予防対策への取組は緊急の課題となっている。 

また、日本における年間の自殺者数は、ここ 10年間連続で 3万人を超えている。特に自殺

者の 70％以上が男性であり、中でも会社員の自殺の原因と考えられているのが、様々な要因

の中で鬱をはじめとした心の病によるものとされる。 

厚生労働省が発表したメンタルヘルスケア実施状況によると、メンタルヘルスケアに取り組

んでいない企業の理由として、「取り組み方がわからない」、「専門スタッフがいない」等が

多くあげられた。こういった中で、ヘルスツーリズムは、旅行のもつ「楽しさ」「コミュニケ

ーション」「ストレス解消」「癒し」「転地効果」を利活用した体験型プログラムとして期待

され登場し注目を浴びている。 

 

（２）取組み概要 

当初は、福岡都市圏から一時間以内という利便性、好立地で、かつ自然、歴史、文化にあふ

れるということから、福岡都市圏の企業・行政関連の従業員を対象としたヘルスツーリズムを

検討したが、現状では、五ケ山エリアにおいては受け地側の体制や健康づくり体験プログラム

の提供がなかなか容易ではないとの判断となった。そこで、まずは、対象エリアを山茶花の湯

エリアを中心に、ターゲットを吉野ヶ里町の地元企業の従業員、その家族、地域住民とし、ス

タートは健康知識の習得、意識付け、生活習慣の見直しを目指すこととした。（地元企業の健

康づくりから始めるが、実績を積み重ねることで健康体験プログラムの内容を充実発展させ、

福岡都市圏の企業向けに売り出すことを視野にいれる。） 

地域の健康づくり、元気づくりといっても抽象的でどこからどう具体化したらいいのか。 

「健康づくり」というのは、広すぎてどこから着手していくのがいいのかが難しい。 

そんな中で、町内にある大塚製薬㈱にアプローチし、「産官学で地域の健康づくりを！」と

呼びかけ、（補足説明−2 大塚製薬 ウォーキングで町おこしコンセプトシート参照） 健康

づくり推進チームへの参加をとりつけた。さらに、佐賀大学の参加が得られ、㈱ムーンスター

月星大学院の協力も得られ、産官学の連携の一歩が始まった。 

なお、先進事例として、長野県信濃町の森林セラピー、熊野古道健康ウォーク・熊野セラピ

ー、岡山美咲町農村セラピー、大阪府柏原市のウォーキングの取組み、㈱日本ユニシスのヘル

シーカンパニーへの取組み、ＮＰＯ法人健康経営研究会の取組みを先進事例として調査し参考

とした。 

 

 

２．健康づくり（ヘルシーカンパニー）推進に向けてのプログラムの試行 
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（１）プログラムの概要 

地元企業を対象として試行的にセミナー等を開催しながらニーズを把握し、そのニーズに対応

できる健康体験プログラムを開発・施行した。また、本格実施に向けて事業展開方針を整理した。 

 

ステップ１ 町内企業として従業員の健康管理・健康増進の必要性の認識促進 

11/17 吉野ヶ里商工会にて｢ヘルシーカンパニーのすすめ｣を講演。社員の健康づくりプ

ログラム開発に賛同してくれる企業に呼びかけた。 

 

ステップ２ プログラム試行実施（プログラムの検討・開発より先に実施に向けて動く） 

参加企業従業員を対象にして、健康体験セミナー３回開催。（それぞれにおいて、アン

ケート） 

2010．12．11 第一回健康体験セミナー 

2011．１．31 第二回健康体験セミナー 

2011．２．14 第三回健康体験セミナー 

 

ステップ３ アンケート結果をもとに健康体験プログラムの検討・開発 

2011.４以降 

 

 

ヘルシーカンパニーとは 

アメリカの心理学者ロバート・ローゼンが提唱した「健康な社員が収益性の高い会社をつく

るとする企業戦略」いわゆるヘルシーカンパニーの概念は、就業者の健康増進と事業収益の拡

大、医療費負担の軽減を積極的に目指すものである。 
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（２）プログラムの試行 

１）吉野ヶ里町商工会での講演「ヘルシーカンパニーのすすめ」  

2010．11.17  出席 34社に対し、本健康づくり体験プログラム全３回に参加を呼びかけた

ところ、佐賀エレクトロニックス、ニシム電子工業他に加え、吉野ヶ里町

からの参加意思表示を得て、参加者２０人のモニター健康づくり体験セミ

ナーを催行が決定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講師：植田真司 
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【アンケート結果】 

■経営者及び管理職本人について 

１） セミナー前アンケート あなたの現在の健康状態（体調）はいかがですか？ 

大変良い 良い まあまあ あまりよくない 悪い 

3 9 14 0 0 

１）　あなたの現在の健康状態（体調）はいかがですか？

大変良い
12%

良い
35%

まあまあ
53%

あまりよくない
0%

悪い
0%

大変良い

良い

まあまあ

あまりよくない

悪い

①-1 

健康状態は大半がまあまであり、健康状態の悪い人はいない。 

 

２－１） あなたは現在どの程度の運動（1日 30分以上）をしていますか？ 

週 2 回以上 週 1 回程度 月 2 回程度 月 1 回程度 月 1 回未満 

4 4 7 5 6 

あなたは現在どの程度の運動（1日30分以上）をしています
か？

週2回以上
15%

週1回程度
15%

月2回程度
28%

月1回程度
19%

月1回未満
23% 週2回以上

週1回程度

月2回程度

月1回程度

月1回未満

①-2 

運動をしている人、運動をしていない人、バラバラである。 

 

２－２） あなたは今後どの程度の運動（1日 30分以上）が必要と思いますか？  

週 2 回以上 週 1 回程度 月 2 回程度 月 1 回程度 月 1 回未満 

16 8 1 0 1 

セミナー前　あなたは今後どの程度の運動（1日30分以上）が
必要と思いますか？

週2回以上
61%

週1回程度
31%

月2回程度
4%

月1回程度
0%

月1回未満
4%

週2回以上

週1回程度

月2回程度

月1回程度

月1回未満

①-3 
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セミナー後 あなたは今後どの程度の運動（1日 30分以上）を必要と思いますか？ 

週 2 回以上 週 1 回程度 月 2 回程度 月 1 回程度 月 1 回未満 

20 5 1 0 0 

セミナー後　あなたは今後どの程度の運動（1日30分以上）が
必要と思いますか2？

週2回以上
77%

週1回程度
19%

月2回程度
4%

月1回程度
0%

月1回未満
0%

週2回以上

週1回程度

月2回程度

月1回程度

月1回未満

①-4 

セミナー後に、運動が必要性という意識が高まっている。 

 

十分な運動（週２回以上、１回３０分以上）をしない場合、その理由はなんですか？ 

時間がない 運動が嫌い 必要を感じない 費用がかかる その他 

14 0 2 0 3 

セミナー後　十分な運動をしない場合、その理由は何です
か？

時間がない
73%

運動が嫌い
0%

必要を感じな
い

11%

費用がかかる
0%

その他
16%

時間がない

運動が嫌い

必要を感じない

費用がかかる

その他

①-5 

運動の出来ない理由は、時間がないこと。 

 

３－1） あなたは規則正しく（３食、時間など）、栄養バランスを考え食事を摂っていると思いますか？ 

かなり思う 少し思う どちらとも あまり思わない 思わない 

7 12 3 3 1 

あなたは規則正しく（３食、時間など）、栄養バランスを考え食
事を摂っていると思いますか？

かなり思う
27%

少し思う
45%

どちらとも
12%

あまり思わな
い
12%

思わない
4%

かなり思う

少し思う

どちらとも

あまり思わない

思わない

①-6 
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３－2） あなたは今後規則正しく（３食、時間など）、栄養バランスを考え食事を摂ろうと思いますか？ 

かなり思う 少し思う どちらとも あまり思わない 思わない 

7 12 3 3 1 

セミナー前　あなたは今後規則正しく（３食、時間など）、栄養
バランスを考え食事を摂ろうと思いますか？

かなり思う
54%

少し思う
42%

どちらとも
4%

あまり思わな
い
0%

思わない
0%

かなり思う

少し思う

どちらとも

あまり思わない

思わない

①-7 

ほとんどの人が、食事を規則正しく取るべきと考えている。 

 

セミナー後 あなたは今後規則正しく（３食、時間など）、栄養バランスを考え食事を摂ろうと思います

か？ 

かなり思う 少し思う どちらとも あまり思わない 思わない 

20 6 0 0 0 

セミナー後　あなたは今後規則正しく（３食、時間など）、栄養
バランスを考え食事を摂ろうと思いますか？

かなり思う
77%

少し思う
23%

どちらとも
0%

あまり思わな
い
0%

思わない
0%

かなり思う

少し思う

どちらとも

あまり思わない

思わない

①-8 

セミナー後は、ほぼ全員が規則正しく（３食、時間など）、栄養バランスを考えた食事が必要と考えてい

る。 

 

４－１） あなたはどの程度の休日を取っていますか？ 

週 2回以上 週 1 回程度 月２回程度 月 1 回程度 月 1 回未満 

8 13 3 2 0 
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あなたはどの程度の休日を取っていますか？

週2回以上
31%

週1回程度
49%

月２回程度
12%

月1回程度
8%

月1回未満
0%

週2回以上

週1回程度

月２回程度

月1回程度

月1回未満

①-9 

 

４－２） あなたは今後どの程度の休日を取るべきと思われますか？ 

週 2回以上 週 1 回程度 月２回程度 月 1 回程度 月 1 回未満 

15 10 1 0 0 

セミナー前　あなたは今後どの程度の休日を取るべきと思い
ますか？

週2回以上
58%

週1回程度
38%

月２回程度
4%

月1回程度
0%

月1回未満
0%

週2回以上

週1回程度

月２回程度

月1回程度

月1回未満

①-10 

週２回の休みが欲しいと考えている。 

 

３－１） あなたは今後どの程度の休日を取るべきと思われますか？ 

週 2回以上 週 1 回程度 月２回程度 月 1 回程度 月 1 回未満 

18 8 0 0 0 

セミナー後　あなたは今後どの程度の休日を取るべきと思い
ますか？

週2回以上
69%

週1回程度
31%

月２回程度
0%

月1回程度
0%

月1回未満
0%

週2回以上

週1回程度

月２回程度

月1回程度

月1回未満

①-11 

セミナー後は、ほぼ全員が週１回もしくは２回の休日が必要と考えている。 
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４－３） あなたは現在睡眠を平均どれくらい取っていますか？ 

７時間以上    ６時間   ５時間 ４時間 ３時間以内 

7 17 2 0 0 

あなたは現在睡眠を平均どれくらい取っていますか？

７時間以上
27%

６時間
65%

５時間
8%

４時間
0%

３時間以内
0% ７時間以上　　　

６時間　　

５時間

４時間

３時間以内

①-12 

 

４－４） あなたは今後睡眠を平均どれくらい取るべきと思いますか？ 

７時間以上    ６時間   ５時間 ４時間 ３時間以内 

15 10 0 0 0 

４－２）　セミナー前　あなたは今後睡眠を平均どれくらい取る
べきと思いますか？

７時間以上
60%

６時間
40%

５時間
0%

４時間
0%

３時間以内
0%

７時間以上　　　

６時間　　

５時間

４時間

３時間以内

①-13 

現在より約１時間多い、６時間～７時間の睡眠が欲しいと考えている。 

 

セミナー後 あなたは今後睡眠を平均どれくらい取るべきと思いますか？ 

７時間以上    ６時間   ５時間 ４時間 ３時間以内 

16 10 0 0 0 

４－２）　セミナー後　あなたは今後睡眠を平均どれくらい取る
べきと思いますか？

７時間以上
62%

６時間
38%

５時間
0%

４時間
0%

３時間以内
0%

７時間以上　　　

６時間　　

５時間

４時間

３時間以内

①-14 



 42 

■従業員について 

５） 従業員の健康状態（体調）が業績に影響すると思われますか？ 

かなり思う 少し思う どちらとも あまり思わない 思わない 

19 6 0 0 0 

セミナー前　従業員の健康状態（体調）が業績に影響すると思
われますか？

かなり思う
76%

少し思う
24%

どちらとも
0%

あまり思わな
い
0%

思わない
0%

かなり思う

少し思う

どちらとも

あまり思わない

思わない

①-15 

 

 

６） 従業員の健康状態は、活力がありいつも元気だと思われますか？  

かなり思う 少し思う どちらとも あまり思わない 思わない 

4 10 12 0 0 

セミナー後　従業員の健康状態jは、活力がありいつも元気だとお
もわれますか？

かなり思う
15%

少し思う
38%

どちらとも
47%

あまり思わない
0%

思わない
0%

かなり思う

少し思う

どちらとも

あまり思わない

思わない

①-16 

 

５） 従業員の元気がない場合、原因はなんだと思われますか？ 該当する物に○を付けて下さい。 

人間関係 運動不足 栄養不足 食べ過ぎ、飲みすぎ 

10 12 1 2 

寝不足 遊びすぎ 働きすぎ その他 

5 0 11 1 

①-17 

元気がない原因として、運動不足、働きすぎ、人間関係、寝不足があげれれている。 
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６）従業員の健康づくりの為に健康投資は必要と思いますか？ 

かなり思う 少し思う どちらとも あまり思わない 思わない 

7 17 1 0 0 

セミナー前　従業員の健康作りの為に健康投資は必要と思い
ますか？

かなり思う
28%

少し思う
68%

どちらとも
4%

あまり思わな
い
0%

思わない
0%

かなり思う

少し思う

どちらとも

あまり思わない

思わない

①-18 

 

6）従業員の健康のために具体的に何かおこなっていますか？  

ラジオ体操 健康教育 ストレスチェック 専門家の設置 その他 

12 3 4 1 3 

①-19 

 

7）今日の話は役に立ったと思われますか？ 

かなり思う 少し思う どちらとも あまり思わない 思わない 

14 12 0 0 0 

セミナー後　今日の話は役に立ったと思われますか？

かなり思う
54%

少し思う
46%

どちらとも
0%

あまり思わな
い
0%

思わない
0%

かなり思う

少し思う

どちらとも

あまり思わない

思わない

①-20 
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追加アンケート 

１－１） あなたの現在の健康状態はいかがですか？ 

大変良い 良い まあまあ あまりよくない 悪い 

2 7 1 1   

１－１）　あなたの現在の健康状態はいかがですか？

大変良い
18%

良い
64%

まあまあ
9%

あまりよくない
9%

悪い
0%

大変良い

良い

まあまあ

あまりよくない

悪い

①-21 

下記の前回に比べかなり改善されている。 

１）　あなたの現在の健康状態（体調）はいかがですか？

大変良い
12%

良い
35%

まあまあ
53%

あまりよくない
0%

悪い
0%

大変良い

良い

まあまあ

あまりよくない

悪い

①-22 
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1－2） あなたは現在どの程度の運動（1日 30分以上）をしていますか？ 

週 2回以上 週 1 回程度 月２回程度 月 1 回程度 月 1 回未満 

4 2 2 1 1 

1－2）　あなたは現在どの程度の運動（1日30分以上）をしてい
ますか？

週2回以上
40%

週1回程度
20%

月２回程度
20%

月1回程度
10%

月1回未満
10% 週2回以上

週1回程度

月２回程度

月1回程度

月1回未満

①-23 

下記の前回に比べかなり改善されている。 

あなたは現在どの程度の運動（1日30分以上）をしています
か？

週2回以上
15%

週1回程度
15%

月2回程度
28%

月1回程度
19%

月1回未満
23% 週2回以上

週1回程度

月2回程度

月1回程度

月1回未満

①-24 

 

１－３） 日常的な話が出来る知人や友人が沢山いますか？ 

かなり沢山 十分 普通  少ない いない 

4 4 3 0 0 

１－３）　日常的な話が出来る知人や友人が沢山いますか？

かなり沢山
37%

十分
36%

普通
27%

少ない
0%

いない
0% かなり沢山

十分

普通　

少ない

いない

①-25 
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１－４） 地域の行事によく参加していますか？ 

かなりしている している 普通 あまりしていない していない 

1 4 1 2 2 

１－４）　地域の行事によく参加していますか？

かなりしている
10%

している
40%

普通
10%

あまりしていな
い

20%

していない
20% かなりしている

している

普通

あまりしていない

していない

①-26 

 

２－１） あなたは健康に対する意識が高いですか？  

かなり高い 高い 普通   少し低い 低い 

1 5 5 0 0 

２－１）　あなたは健康に対する意識が高いですか？

かなり高い
9%

高い
46%

普通
45%

少し低い
0%

低い
0% かなり高い

高い

普通　　

少し低い

低い

①-27 

 

２－２） あなたは健康に対する情報を積極的に入手していますか？  

かなりしている している どちらとも あまりしていない していない 

1 6 3 1 0 

２－２）　あなたは健康に対する情報を積極的に入手しています
か？

かなりしている
9%

している
55%

どちらとも
27%

あまりしていな
い
9%

していない
0%

かなりしている

している

どちらとも

あまりしていない

していない

①-28 
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２－３） あなたは健康情報をどこから入手しますか？ 該当するものに○を付けて下さい。(複数可) 

インターネットな

どのｗｅｂ 
新聞 雑誌 ＴＶ   ラジオ  

3 4 6 6 3 

町からの広報誌 会社  家族  知人 その他   

1 2 1 0 1 

①-29 

２－４） 健康のために払ってもよい金額は月当たりいくら位ですか？  

１万円以上  ５千円以上 千円以上  百円以上  ０円 

2 5 3 0 0 

２－４）　健康のために払ってもよい金額は月当たりいくら位です
か？

１万円以上
20%

５千円以上
50%

千円以上
30%

百円以上
0%

０円
0% １万円以上　

５千円以上

千円以上　

百円以上　

０円

①-30 

 

■従業員について 

 

３） 従業員の健康状態は、活力がありいつも元気だと思われますか？  

かなり思う 少し思う どちらとも 
あまり思わな

い 
思わない 

2 4 2 2 0 

３）　従業員の健康状態は、活力がありいつも元気だと思われま
すか？

かなり思う
20%

少し思う
40%

どちらとも
20%

あまり思わない
20%

思わない
0%

かなり思う

少し思う

どちらとも

あまり思わない

思わない

①-31 
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４） 従業員の元気がない場合、原因はなんだと思われますか？  該当する物に○を付けて下さい。 

人間関係 運動不足 栄養不足 食べ過ぎ、飲みすぎ    

6 3 1 1   

寝不足 遊びすぎ 働きすぎ、疲れの蓄積    その他  

1 1 2   1 

①-32 

５） 従業員の健康状態（体調）が業績に影響すると思われますか？ 

かなり思う 少し思う どちらとも あまり思わない 思わない 

7 3 0 0 0 

５）　従業員の健康状態（体調）が業績に影響すると思われます
か？

かなり思う
70%

少し思う
30%

どちらとも
0%

あまり思わない
0%

思わない
0%

かなり思う

少し思う

どちらとも

あまり思わない

思わない

①-33 

６） 従業員の健康のために具体的に何かおこなっていますか？  

ラジオ体操 健康教育  ストレスチェック  専門家の設置 

3 3 1   

①-34 

 

７） 従業員向けの生産性向上を目的とした健康セミナーは必要と思われますか？ 

かなり思う 少し思う どちらとも あまり思わない 思わない 

2 6 1 1 0 

７）　従業員向けの生産性向上を目的とした健康セミナーは必要
と思われますか？

かなり思う
20%

少し思う
60%

どちらとも
10%

あまり思わない
10%

思わない
0%

かなり思う

少し思う

どちらとも

あまり思わない

思わない

①-35 
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８） 従業員の健康づくりの為に健康投資は必要と思いますか？ 

かなり思う 少し思う どちらとも あまり思わない 思わない 

4 4 2 0 0 

８）　従業員の健康づくりの為に健康投資は必要と思いますか？

かなり思う
40%

少し思う
40%

どちらとも
20%

あまり思わない
0%

思わない
0%

かなり思う

少し思う

どちらとも

あまり思わない

思わない

①-36 

９） 従業員の健康のために払ってもよい金額は月当たりいくら位ですか？  

１万円以上  ５千円以上 千円以上  百円以上  ０円 

1 2 5 0 0 

９）　従業員の健康のために払ってもよい金額は月当たり一人い
くら位ですか？

１万円以上
13%

５千円以上
25%

千円以上
62%

百円以上
0%

０円
0%

１万円以上　

５千円以上

千円以上　

百円以上　

０円

①-37 

１０）１２月の例会の様なヘルシーカンパニーを目指すセミナーは必要と思われますか？ 

かなり思う 少し思う どちらとも あまり思わない 思わない 

4 5 0 0 0 

１０）昨年11/17の例会の様なヘルシーカンパニーを目指すセミ
ナーは必要と思われますか？

かなり思う
44%少し思う

56%

どちらとも
0%

あまり思わない
0%

思わない
0%

かなり思う

少し思う

どちらとも

あまり思わない

思わない

①-38 
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２）健康セミナーの企画・準備・実施と評価（運動と栄養、食と休養） 

 Ⅰ 2010．12．11第一回健康体験セミナー    
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セミナー様子 写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐賀大学健康教室指導スタッフによる 
「健康教室」実技・説明 

佐賀大学健康教室指導スタッフによる 
「健康教室」実技・説明 

 

主催者あいさつ 大塚製薬(株)健康管理士・岩崎氏による 
「運動と栄養」講演 

佐賀大学健康教室指導スタッフによる 

「健康教室」実技・運動風景 

佐賀大学健康教室指導スタッフによる 

「健康教室」実技・運動風景 
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【アンケート結果】 

１） あなたの現在の健康状態（体調）はいかがですか？ 

大変良い    良い    まあまあ    あまりよくない    悪い 

1 7 5 5 1 

大変良い
5%

良い
38%

まあまあ
26%

悪い
5%

あまりよくない
26%

大変良い　　　

良い　　　

まあまあ　　　

あまりよくない　　　

悪い

Ⅰ-1 

 

２－１） あなたは現在どの程度の運動（1日 30分以上）をしていますか？ 

週 2回以上 週 1 回程度 月２回程度 月 1 回程度 月 1 回未満 

5 3 0 2 9 

２－２） あなたは今後どの程度の運動（1日 30分以上）が必要と思いますか？ 

週 2回以上 週 1 回程度 月２回程度 月 1 回程度 月 1 回未満 

11 6 2 0 0 

26%

58%

16%

32%

0%

11%

11%

0%

47%

0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

２－１）　

２－２）　

週2回以上 週1回程度 月２回程度 月1回程度 月1回未満

Ⅰ-2 

 

３－1） あなたは規則正しく（３食、時間など）、栄養バランスを考え食事を摂っていると思いますか？ 

かなり思う 少し思う どちらとも あまり思わない 思わない 

2 8 4 2 3 

３－2） あなたは今後規則正しく（３食、時間など）、栄養バランスを考え食事を摂ろうと思いますか？ 

かなり思う 少し思う どちらとも あまり思わない 思わない 

9 10 0 0 0 
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11%

47%

42%

53%

21%

0%

11%

0%

16%

0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

３－1）

３－2）

かなり思う 少し思う どちらとも あまり思わない 思わない

Ⅰ-3 

 

４－１） あなたはどの程度の休日を取っていますか？ 

週 2回以上 週 1 回程度 月２回程度 月 1 回程度 月 1 回未満 

8 8 3 0 0 

４－１）

週2回以上, 42%

週1回程度, 42%

月２回程度, 16%

月1回程度, 0%

月1回未満, 0%

週2回以上

週1回程度

月２回程度

月1回程度

月1回未満

Ⅰ-4 

 

４－２） あなたは現在睡眠を平均どれくらい取っていますか？ 

７時間以上  ６時間 ５時間 ４時間 ３時間以内 

5 9 4 1 0 

４－２）

７時間以上　, 26%

６時間, 47%

５時間, 21%

４時間, 5% ３時間以内, 0%

７時間以上　

６時間

５時間

４時間

３時間以内

Ⅰ-5 

５－１）今日の講演「運動と栄養」は役に立ったと思われますか？ 

かなり思う 少し思う どちらとも あまり思わない 思わない 

11 8 0 0 0 
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５－１）

かなり思う, 58%

少し思う, 42%

どちらとも, 0%

あまり思わない, 0%

思わない, 0%
かなり思う

少し思う

どちらとも

あまり思わない

思わない

Ⅰ-6 

５－２）今日の実技「健康教室」話は役に立ったと思われますか？ 

かなり思う 少し思う どちらとも あまり思わない 思わない 

10 8 1 0 0 

５－２）

かなり思う, 53%少し思う, 42%

どちらとも, 5%

あまり思わない, 0%

思わない, 0%

かなり思う

少し思う

どちらとも

あまり思わない

思わない

Ⅰ-7 
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 Ⅱ 2011．１．31 第二回健康体験セミナー 

案内状パンフレット 
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セミナー様子 写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康メニューづくり・調理実習風景 

 

健康メニューづくり・試食会 

 

佐賀の旨い農産物（食材）についての講座 さざんか工房代表・池田悦子氏による、健康メニ
ューづくり実技指導 

 

「生涯自分の歯で、美味しく食べて健康生活」 
歯科衛生士による講座 

 

「生涯自分の歯で、美味しく食べて健康生活」 
歯科衛生士による講座 
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１） あなたの現在の健康状態（体調）はいかがですか？ 

大変良い    良い    まあまあ    あまりよくない    悪い 

2 7 3 4 0 

1）

大変良い
13%

良い
43%

まあまあ
19%

あまりよくない
25%

悪い
0%

大変良い　　　

良い　　　

まあまあ　　　

あまりよくない　　　

悪い

Ⅱ-1 

 

２－１） あなたは現在どの程度の運動（1日 30分以上）をしていますか？ 

週 2回以上 週 1 回程度 月２回程度 月 1 回程度 月 1 回未満 

4 3 0 4 5 

 

２－２） あなたは今後どの程度の運動（1日 30分以上）が必要と思いますか？  

週 2回以上 週 1 回程度 月２回程度 月 1 回程度 月 1 回未満 

8 7 0 0 1 

25%

50%

19%

44%

0%

0%

25%

0%

31%

6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

２－１）

２－２）

週2回以上 週1回程度 月２回程度 月1回程度 月1回未満

Ⅱ-2 

 

２－３） 十分な運動を実施していない場合、その理由をお書きください。 

仕事が忙しい ２。   休日は車での観光が中心で、寒い中運動しようと思わない。 

おっくうなだけ。  目標がない。  子育てで忙しい。  生活習慣が変えられない。  時間がない 

Ⅱ-3 

 

３－1） あなたは規則正しく（３食、時間など）、栄養バランスを考え食事を摂っていると思いますか？ 

かなり思う 少し思う どちらとも あまり思わない 思わない 

2 6 3 4 1 
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３－2） あなたは今後規則正しく（３食、時間など）、栄養バランスを考え食事を摂ろうと思いますか？ 

かなり思う 少し思う どちらとも あまり思わない 思わない 

9 6 0 1 0 

13%

56%

38%

38%

19%

0%

25%

6%

6%

0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

３－1）

３－2）

かなり思う 少し思う どちらとも あまり思わない 思わない

Ⅱ-4 

 

３－３） 規則正しい食事や栄養バランスが摂れていない場合、その理由をお書きください。 

決まった時間に食事が取れない。  インスタントの場合が多い 

帰宅が遅く、食事が遅くなる。  忙しく、作る内容が偏りがち   

時間の余裕がない。  生活習慣が変えられない 

Ⅱ-5 

 

４－１） あなたはどの程度の休日を取っていますか？ 

週 2回以上 週 1 回程度 月２回程度 月 1 回程度 月 1 回未満 

8 7 0 0 1 

４－２） あなたは今後どの程度の休日を取るべきと思われますか？ 

週 2回以上 週 1 回程度 月２回程度 月 1 回程度 月 1 回未満 

12 4 0 0 0 

50%

75%

44%

25%

0%

0%

0%

0%

6%

0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

４－１）

４－２）

週2回以上 週1回程度 月２回程度 月1回程度 月1回未満

Ⅱ-6 

 

 

4－３） 十分な休日が取れていない場合、その理由をお書きください。 

仕事が多忙 ３ 
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子育てで忙しい 

Ⅱ-7 

 

５－１） あなたは現在睡眠を平均どれくらい取っていますか？ 

７時間以上  ６時間 ５時間 ４時間 ３時間以内 

3 10 3 0 0 

５－２） あなたは今後睡眠を平均どれくらい取るべきと思いますか？ 

７時間以上  ６時間 ５時間 ４時間 ３時間以内 

8 8 0 0 0 

19%

50%

63%

50%

19%

0%

0%

0%

0%

0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

５－１）

５－２）

７時間以上　 ６時間 ５時間 ４時間 ３時間以内

Ⅱ-8 

 

 

５－３） 十分な睡眠が取れていない場合、その理由をお書きください。 

子育てで忙しい 

仕事で遅くなる ３ 

Ⅱ-9 

 

６－１）今日の食のセミナーは役に立ったと思われますか？ 

かなり思う 少し思う どちらとも あまり思わない 思わない 

8 7 1 0 0 

６－１）今日の食のセミナーは役に立ったと思われますか？

かなり思う

50%少し思う

44%

どちらとも

6%

あまり思わない

0%

思わない

0%
かなり思う

少し思う

どちらとも

あまり思わない

思わない

Ⅱ-10 
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６－２）今日の歯のセミナーは役に立ったと思われますか？ 

かなり思う 少し思う どちらとも あまり思わない 思わない 

12 4 0 0 0 

６－２）今日の歯のセミナーは役に立ったと思われますか？

かなり思う

75%

少し思う
25%

どちらとも

0%

あまり思わない
0%

思わない

0%
かなり思う

少し思う

どちらとも

あまり思わない

思わない

Ⅱ-11 
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 Ⅲ 2011．２．14 第三回健康体験セミナー 

案内状パンフレット 
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セミナー様子 写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康体験セミナー (株)ストレッチスタジオ主
幹・安希先生による、ストレッチヨガ・体験 

 

 

健康体験セミナー (株)ストレッチスタジオ主
幹・安希先生による、温泉セラピー講座 

 

 

健康体験セミナー (株)ストレッチスタジオ主
幹・安希先生による、ストレッチヨガ・講座 

健康体験セミナー (株)ストレッチスタジオ主
幹・安希先生による、ストレッチヨガ・体験 
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１-1） あなたの現在の健康状態はいかがですか？ 

大変良い 良い まあまあ あまりよくない 悪い 

2 6 6 3 0 

1-1）あなたの現在の健康状態はいかがですか？

大変良い
12%

良い
35%

まあまあ
35%

あまりよくない
18%

悪い
0%

Ⅲ-1 

 

1－2） あなたは現在どの程度の運動（1日 30分以上）をしていますか？ 

週 2回以上 週 1 回程度 月２回程度 月 1 回程度 月 1 回未満 

6 3 0 0 8 

1－2）　あなたは現在どの程度の運動（1日30分以上）をしてい
ますか？

週2回以上
35%

週1回程度
18%

月２回程度
0%

月1回程度
0%

月1回未満
47%

週2回以上

週1回程度

月２回程度

月1回程度

月1回未満

Ⅲ-2 

 

１－３） 日常的な話が出来る知人や友人が沢山いますか？ 

かなり沢山 十分 普通  少ない いない 

0 4 11 2 0 
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１－３）　日常的な話が出来る知人や友人が沢山いますか？

かなり沢山
0%

十分
24%

普通
64%

少ない
12%

いない
0%

かなり沢山

十分

普通　

少ない

いない

Ⅲ-3 

 

１－４） 地域の行事によく参加していますか？ 

かなりしている している 普通 あまりしていない していない 

0 4 4 5 4 

１－４）　地域の行事によく参加していますか？

かなりしている
0% している

24%

普通
24%あまりしていな

い
28%

していない
24%

かなりしている

している

普通

あまりしていない

していない

Ⅲ-4 

 

２－１） あなたは健康に対する意識が高いですか？  

かなり高い 高い 普通   少し低い 低い 

0 4 11 2 0 

２－１）　あなたは健康に対する意識が高いですか？

かなり高い
0%

高い
24%

普通
64%

少し低い
12%

低い
0%

かなり高い

高い

普通　　

少し低い

低い

Ⅲ-5 
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２－２） あなたは健康に対する情報を積極的に入手していますか？  

かなりしている している どちらとも あまりしていない していない 

2 3 6 3 3 

２－２）　あなたは健康に対する情報を積極的に入手しています
か？

かなりしている
12%

している
18%

どちらとも
34%

あまりしていな
い

18%

していない
18%

かなりしている

している

どちらとも

あまりしていない

していない

Ⅲ-6 

 

２－３） あなたは健康情報をどこから入手しますか？ 該当するものに○を付けて下さい。(複数可) 

インターネットな

どのｗｅｂ 
新聞 雑誌 ＴＶ   ラジオ  

11 1 6 7 0 

町からの広報誌 会社  家族  知人 その他   

1 3 1 1 0  

Ⅲ-7 

 

２－４） 健康のために払ってもよい金額は月当たりいくら位ですか？  

１万円以上  ５千円以上 千円以上  百円以上  ０円 

1 7 6 3 0 

２－４）　健康のために払ってもよい金額は月当たりいくら位です
か？

１万円以上
6%

５千円以上
41%

千円以上
35%

百円以上
18%

０円
0%

１万円以上　

５千円以上

千円以上　

百円以上　

０円

Ⅲ-8 

 

３－１） あなたはどの程度の頻度で温泉に入りますか？ 

週１回以上 月１回以上 年２回以上 年 1 回以上 年 1 回未満 

2 6 8 0 1 
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３－２） あなたはどの程度の頻度で温泉に入りたいですか？ 

週１回以上 月１回以上 年２回以上 年 1 回以上 年 1 回未満 

9 7 0 0 1 

 

12%

53%

35%

41%

47%

0%

0%

0%

6%

6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

３－１）　

３－２）　

週１回以上 月１回以上 年２回以上 年1回以上 年1回未満

Ⅲ-9 

 

３－３） 温泉は、健康づくりに役立つと思いますか？ 

かなり思う 思う どちらとも あまり思わない 思わない 

5 10 2 0 0 

３－３）　温泉は、健康づくりに役立つと思いますか？

かなり思う
29%

思う
59%

どちらとも
12%

あまり思わない
0%

思わない
0%

かなり思う

思う

どちらとも

あまり思わない

思わない

Ⅲ-10 

 

３－４） 温泉の良いところをお書きください。 

リラックスできる 9 

体の芯から温まる 4 

リフレッシュできる 1 

疲れが取れる  2 

体がほぐれる  1 

Ⅲ-11 

 

４－１）あなたは１分以上のストレッチ、深呼吸、瞑想などの積極的休息をどの程度取っていますか？ 

日に１回以上 週１回以上 月１回以上 年 1 回以上 年 1 回未満 

3 4 1 3 6 
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４－２）あなたは１分以上のストレッチ、深呼吸、瞑想などの積極的休息をどの程度必要と思われます

か？ 

日に１回以上 週１回以上 月１回以上 年 1 回以上 年 1 回未満 

7 8 0 0 2 

18%

41%

24%

47%

6%

0%

18%

0%

35%

12%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

４－１）　

４－２）

日に１回以上 週１回以上 月１回以上 年1回以上 年1回未満

Ⅲ-12 

 

４－３） ストレッチ、深呼吸、瞑想などの積極的休息は、健康づくりに役立つと思われますか？ 

かなり思う 思う どちらとも あまり思わない 思わない 

8 9 0 0 0 

４－３）　ストレッチ、深呼吸、瞑想などの積極的休息は、健
康づくりに役立つと思われますか？

かなり思う
47%思う

53%

どちらとも
0%

あまり思わな
い
0%

思わない
0%

かなり思う

思う

どちらとも

あまり思わない

思わない

Ⅲ-13 

 

４－４） ストレッチ、深呼吸、瞑想の良いところをお書きください。 

リラックスできる 6 

バランスがよくなる 2 

無になれる  1 

肩こりが無くなる 1 

道具が要らない 1 

ストレスの低減  1 

体が軽くなる  1 

自分を見つめなおせる 1 

一人で出来る  1 
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体が柔らかくなる 1 

Ⅲ-14 

 

５－１）今日のウオーキングの指導は役に立ったと思われますか？ 

かなり思う 思う どちらとも あまり思わない 思わない 

3 12 2 0 0 

５－１）今日のウオーキングの指導は役に立ったと思われます
か？

かなり思う
18%

思う
70%

どちらとも
12%

あまり思わな
い
0%

思わない
0%

かなり思う

思う

どちらとも

あまり思わない

思わない

Ⅲ-15 

 

５－２）今日のストレッチヨガのセミナーは役に立ったと思われますか？ 

かなり思う 思う どちらとも あまり思わない 思わない 

14 3 0 0 0 

５－２）今日のストレッチヨガのセミナーは役に立ったと思わ
れますか？

かなり思う
82%

思う
18%

どちらとも
0%

あまり思わな
い
0%

思わない
0%

かなり思う

思う

どちらとも

あまり思わない

思わない

Ⅲ-16 

 

５－３）今日の入浴法のセミナーは役に立ったと思われますか？ 

かなり思う 思う どちらとも あまり思わない 思わない 

9 8 0 0 0 
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５－３）今日の入浴法のセミナーは役に立ったと思われますか？

かなり思う
53%

思う
47%

どちらとも
0%

あまり思わない
0%

思わない
0%

かなり思う

思う

どちらとも

あまり思わない

思わない

Ⅲ-17 

 

５－４） 今回のような健康セミナーシリーズは必要と思われますか？ 

かなり思う 思う どちらとも あまり思わない 思わない 

7 10 0 0 0 

５－４）　今回のような健康セミナーシリーズは必要と思われます
か？

かなり思う
41%

思う
59%

どちらとも
0%

あまり思わない
0%

思わない
0%

かなり思う

思う

どちらとも

あまり思わない

思わない

Ⅲ-18 

 

５－５）その他、お気づきの事などありましたら自由にお書きください。 

プロのセミナーは分かりやすい 1 

場所（民家）がよかった 1 

会社で継続を検討したい 1 

ヨガの方法をまとめた物 w が欲しい 1 

よかった  1 

重要なセミナー  1 

Ⅲ-19 
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（３）アンケートの評価・検証 

１）経営者・管理職調査の評価 

経営者本人について 

・経営者管理職の健康状態は、社員に比べ良いといえる。（図①-1 とⅠ-①参照） 

・健康が大切であることも理解できているようである。（図①-3、①-7、①-1、①-13参照） 

・しかし、運動、規則正しい食事、休養は必要と思っているが、実行できていないのが現状である。

（図①-2 と①-3、①-6 と①-7、①-9 と①-10、①-12 と①-13参照） 

・運動をしない理由として、「時間がない」があげられている。(図①-5参照) 

・規則正しい食事（３食、時間など）、休日数や睡眠時間も理想と現状にはギャップがある。休日を週 1

日も取れていない人が約 2割、睡眠時間も 6割が 7時間必要と考えているが、現実には 3割しか 7

時間の睡眠が取れていない。 

・今回のセミナーを聞いた後では、健康に対する意識が高まっていることが分かる。（図①-3 と①-4、

①-7 と①-8、①-10 と①11参照） 

・健康情報の入手先としては、新聞、雑誌、ＴＶが多いようである。 

 

以上のことから、「健康になる方法」だけでなく、健康づくりを阻害している原因をなくす工夫が必要で

ある。その一つが時間のないことであり「時間のつくり方」などのセミナーが有効であると考えられる。 

また、健康であることの大切さを理解してもらい、モチベーションを高めるために「健康であることのメリ

ット」「不健康であることのデメリット」を説明するセミナーが必要と考えられる。 

 

従業員について 

・従業員の健康状態（体調）が業績に影響すると、1 回目、2 回目とも全員が思っている。（図①-15 

①-33参照） 

・元気であるかとの質問においては、約半分が元気と答えている。（図①-16） 

・従業員の元気のない理由としては、運動不足、働き過ぎ、人間関係、寝不足が上位に来ている。 

・従業員のための健康セミナーが、約 8割の人が必要と思っている。（図①-35） 

・従業員の健康づくりの為に投資をするかの質問には、1回目の調査で 9割、2回目の調査でも 8割

の人が健康投資は必要と思うと答えている。（図①-18、①-36）。 

・また、そのために約 4割が月 5千以上払っても良いと答えている。（図①-37） 

・ヘルシーカンパニーのセミナーは、全員が役に立ったと思うと答えている。（図①-20） 

・今回の様なヘルシーカンパニーのセミナーが必要と全員が思っている。（図①-38） 

 

以上のことから都会の企業に比べて、地方の企業は従業員を大切にしているように思われる。 

よって、今回のようなヘルシーカンパニーの考え方は、地域との連携を大切にする地方の企業に向

いており、地方がヘルシーカンパニーで元気になり、地域を活性することが出来ればと考える。 

ヘルシーカンパニーの考え方は、従業員の運動不足の解消、休日や睡眠時間の確保し、結果として

従業員が元気になり、生産性が向上することである。まず、健康づくりの時間の確保をどうするのかが課

題である。また、職場での人間関係によりモチベーションが下がり、生産性が下がることが分かっている

が、実は、運動することで人間関係が改善されることも分かっている。 
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２）社員調査の評価 

・体調のよくない人が 3 割程度おられたが、開催ごとに健康意識が高まり健康状態が改善されている

と考えられる。(図Ⅰ-1、Ⅱ-1、Ⅲ-1、下記のグラフ参照) 

・期間は、12月から 2月までの 2ヶ月であるが、6ヶ月又は 1年の経過を見ればさらに改善されると考

える。 

  

あなたの現在の健康状態（体調）はいかがですか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・運動、規則正しい食事、休養は必要と思っているが、実行できていないのが現状である。（図Ⅰ-2、

Ⅰ-3、Ⅱ-2、Ⅱ-4、Ⅱ-6、Ⅱ-8、Ⅲ-9、Ⅲ-12参照） 

経営者・管理職同様に、「健康になる方法」だけでなく、健康づくりを阻害している原因をなくす工夫

が必要である。 

・今回の健康セミナーが役立ったという方が多い。 

理由として、難しい理論や机上のセミナーでなく、分かりやすく、実践的で、誰でも簡単に取り組める

内容であったことが受け入れられた要因であると考える。特に 3回目の温泉及びストレッチヨガのセミ

ナーは予想以上の好評であり、実践により気持ちよいという体験が良い評価に繋がったと考えられ

る。 

・地域行事へ参加していない人４名中３名が、月１回未満の運動であり、地域行事へ参加と運動回数

とは相関関係がありそうだ。社交的な人は、運動をする可能性も高いと言えそうだ。 

・健康情報の入手先は、インターネット及びＴＶが多いようである。 

今後の住民への健康情報は、インターネットなどを使い告知することが考えられる。 

 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１回目

２回目

３回目

大変良い 良い まあまあ あまりよくない　　　 悪い
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（４）成果と課題 

１）成果 

地元企業の従業員のみならず、商工会加盟企業及び町の健康づくりが、単なる健康づくりでな

く、生産性向上や地域の活性化につながることに気づいてもらえ、次年度に向けて大きく一歩を

踏み出すことが出来たことが大きな成果である。 

次ぎに、健康づくり体験セミナーを通じて新しいつながりが出来、さらにネットワークが広が

ったことも成果である。 

また、健康づくりプログラムにおいても、山茶花の湯やウォーキングコースなどの資源を活か

し、地元企業や団体の協力、地元講師によるセミナー開催が、成功につながったと考える。 

・セミナーを聞くことにより、確実に健康が大切であることに気づいていただけたこと。 

・まずは数社の企業の理解を得て、ヘルシーカンパニーの実践へ踏み出したこと。 

・町を中心に、ニコニコ健康ウォーキングの街実現に向け、ヘルシータウンへの一歩を踏み出す

足がかりができたこと。 

・セミナーを通じて地元の山茶花の湯やウォーキングコースや地元企業はじめ三神農業改良普及

センター、さざんか工房（地元の地産地消グループ）などの各団体の活動を告知することが出来

たこと。 

・佐賀ウォーキング協会、佐賀大学の協力や、山茶花ウォーキングクラブが立ち上がったこと。 

さらに、大塚製薬等の企業がＣＳＲとして、地域の健康作り、元気づくりに参加協力してくれた

ことも大きな成果である。 

 

２）課題 

人が健康づくりのために行動を変える場合は、行動変容ステージモデルとして、「無関心期」

→「関心期」→「準備期」→「実行期」→「維持期」の 5 つの段階があるといわれている。 

今回は、健康意識に関心がある企業の従業員を対象にセミナーを実施したが、今後は無関心の

企業、従業員にも、健康意識を持って参加していただくようにする必要がある。 

また、健康づくりには維持・継続が大切であり、いかにして継続できるようにするのかという

点が課題といえる。 

 

３）課題解決のためには 

・見ていて楽しそうであり、参加した方々から「よかったよ！」と評価していただけるもので

なくてはならない。今回は、参加者の評価も高く、健康づくりに喜んで参加していたいただける

健康プログラムになっていたと思われる。今後の告知方法を検討する。 

・健康づくりが難しいもの苦しいものであっては継続できない。誰でもいつでも簡単に参加出

来るものでなくてはらない。そのために、難しい理論中心のプログラムでなく、地元の資源や特

産を活かし、分かりやすく体験や実践ができる体験型にしたことが良かったと考える。健康づく

りのセミナーに参加するというよりも、癒しツアーに参加し、運動・栄養・休養を体験する手軽

さが大切といえる。 

・今後は、福岡の都市圏から来られる時、ツアーでなくとも、いつでも、誰とでも、もしくは

一人でも、簡単に参加し体験できる受け入れ体制が必要と考える。会員組織（山茶花ウォーキン
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グ協会や山茶花メンバーズカードなど）をつくるなど検討する。 

さらに、今回のセミナーのアンケートなどから健康づくりに関しての課題として分かったこと

は、「１日３０分以上に運動が週２回必要であること」「規則正しく時間を決めて３食摂り、栄養

バランスをとること」「休養を摂り、睡眠を取ること」など必要と考えているが、それが実行で

きていないということである。 

その原因として、「運動する時間がない」「仕事が遅くなり夕食の時間が遅れる」「睡眠時間が

十分取れない」など、時間のつくり方、考え方に問題があることが明らかとなった。 

以上のことから、健康づくりによって人を元気にするためには、健康づくりの方法を伝えるだ

けでなく、「時間のつくり方」「時間に対する考え方」の意識改革が必要であると考えられる。内

容として、健康であることが自分の人生にとってどれだけ大切であるか知ること。家族にとって、

企業にとって、行政及び地域にとって、健康がどれだけ大切であるかを再認識することである。 

従業員（≒住民）が、お互いが理解し、時間を奪い合うのでなく、時間を捻出できるように助

け合う精神が大切であることを伝えていく必要がある。その意味で、企業が業績向上を視野に入

れ、従業員の健康を考えるヘルシーカンパニーの考え方、行政が地域の活性や保険料の削減を視

野に入れたヘルシータウンの考え方が重要となってくる。 

 

次年度の課題として、以上のことを視野に入れ現プログラムと新たなる健康づくりプログラム

作成に繋げたい。また、推進体制の確立も必須である。 
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３．本格的実施に向けて 

（１）産官学の健康づくりチームの結成 

初年度は、地元企業及び諸団体の協力の元、地元企業及び行政関連の従業員を対象に全３回

にわたるセミナーを通じて健康体験プログラムを模索してきた。次年度以降は、福岡都市圏の

住民（企業、行政関連の従業員）を対象に、地元の資源を生かした健康（運動・栄養・休養）

体験プログラム及び健康イベント（仮称：吉野ヶ里ニコニコ健康ウォーキングなど）を実践す

るために、現在の協力団体を集結し産官学のチームを結成する。 

 

産官学のチームを結成することで、地域資源に諸団体の資産が加わり、それぞれが相乗効果

を発揮し、新たな健康づくり商品やイベント・吉野ヶ里ニコニコ健康ウォーキング事業の立上

げを目指す。 

町では、町長をはじめ役場内の各関連部門の横の連携を密にしていくことが重要である。ま

た、栄養、食育においては、三神農業改良普及センターなど、県との連携の強化、運動と栄養

においては、大塚製薬、運動関連のプログラムは佐賀大学、地産地消・食はさざんか工房（地

元の地産地消グループ）、温浴プログラム等の休養関連はツルカメ等との連携が必要である。 

 

参加メンバーが目的を共有し、役割分担を明確にし、商品化を進めていく。 

① ニーズの把握と問題点の明確化 

② 問題解決策の情報収集 

③ 問題解決策の絞込み 

④ 健康プログラム及び健康イベントの商品化 

⑤ 上記商品の告知、プロモーション 

 

地元はもとより、他の地域からも好まれるホスピタリティーが行き届いた笑顔と挨拶の町を実

現するためには、地域住民自らの積極的な参加が重要である。 

また、福岡都市圏の住民（企業、行政関連の従業員）を対象にするためには、福岡都市圏の団

体参加も必要であり、産官学から産官学民の連携へと繋げていきたい。 
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（２）山茶花の湯を活用した企業・従業員の健康づくり 

当社が運営する温浴施設「山茶花の湯」では、地域住民や福岡都市圏に対する健康づくりに対

して下記のような事業展開を想定している。 

１．「山茶花の湯」を活用した企業・従業員の健康づくり 

 −１） 

 

 −２） 
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 −３） 

 

 

２．施設展開イメージ 
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３．施設プログラム 

 

４．スケジュール 
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第３章 今後の実施に向けた実施体制について 

 

今年度実施した体験プログラムの継続的開発、提供、ならびに販路拡大、商品開発など事業を

展開していくためにも、各主体が参画する組織の設置が必要である。また、健康づくりのプログ

ラムの継続的実施をしていくためにも、産官学の健康づくりチームの立上げが必要である。 

そのため、今後、行政がサポートした上で、地域住民や企業等の連携による協議会を設置し、

ワークショップ形式で企画や実践内容を検討していくものとする。 
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補足説明 

補足説明−１） スイス、レストランショーにて吉野ヶ里町産「栄西茶」の試飲サービスを実施 

 

 近い将来、欧州海外からのインバウンドツアーを企画するための事前調査として、スイス・ローザ

ンヌで開催された食の見本市「ガストロノミア」に出展したジェトロのブースでの日本茶試飲サービ

スをはじめ、文化交流イベントにて栄西茶をＰＲした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【狙い】 

 欧州では紅茶は盛んに飲まれているが、日本茶と紅茶はもとの原料の茶木は共通である。中国より

伝わり日本の文化として根付いたお茶、千利休によって茶道として確立された。日本茶のルーツとも

言える栄西茶は、日本の心「おもてなし」の文化にこだわり、生産されている。 

 近年ヨーロッパ各国では、日本文化の人気が一段と高まりつつある。しかし日本では「おもてなし」

はすでに減りつつあるが、栄西茶の産地である吉野ヶ里町が提案する「おもてなし」を再発見する旅

の価値は、逆に海外から教えてもらうことになると考える。 

 

【実施内容】 

・期間：2010 年 11 月 7 日〜10 日 

・場所：Switerland ローザンヌ GASTRONOMIA（ガストロノミア） ジェトロブース 

・提供：急須、紙カップにて来場者に試飲を勧めた。 

・栄西茶の PR 用の POP（英語版）を作成し、日本茶の持つ健康効果（カテキンの効能等）を知って

もらい、レストラン等で食後に提供するお茶として日本茶を提案。 

・日本の産品紹介、日本向け文化ツアーを企画/催行しているジャパンコンシェルジェＡＧ（チュー

リッヒ本社）の協力のもとジェトロスイスへ提供。 

  Japan Concierge AG    

  Stampfenbachstrasse 52 8006 Zurich Switzerland Phone +41 (0)43 317 17 47 



 80 

【栄西茶 PRPOP】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ガストロノミアとは】 

 スイス、ローザンヌで開催されるホテル業、料理の分野で専門見本市（スイス国内のホテルの飲食

チーフやレストランオーナーなど業界関係および一般も来場）で、欧州各国に加え、世界中からの売

り込みがある。 
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【会場ジェトロブースの様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【補足】 

2010年 12月〜11年 1月の間、ローザンヌ、チューリッヒにて開催の日本文化イベント狂言公演＆大

江戸物産展、新年会等で日本食、梅酒、日本酒の試飲とともに「栄西茶」でおもてなし、日本茶 PR。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本文化イベント狂言公演＆大江戸物産展で展

示＆試飲おもてなし 

 

スイス日本人会 新年会＆落語イベント

参加者にお茶のおもてなし 
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補足説明−２） 大塚製薬 ウォーキングで町おこしコンセプトシート 

1. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 
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3. 
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補足説明−３） アンケート用紙集 

 

11/21五ヶ山ダム 水源地を訪ねてツアーアンケート調査票 

 

この度は、「五ヶ山ダム水源地を訪ねてツアー」にご参加いただき、ありがとうございます。 

吉野ヶ里町では、今般、五ケ山地域活性化のため各種体験プログラムを設定してモニターツアーを実施し

ます。ご参加の方々のご意見をもとに、町の観光戦略、今後の継続的な取組みに向けた検討材料とさせてい

ただきたく存じます。つきましては、下記アンケートにご回答くださるよう、何卒、よろしくお願い致しま

す。 

なお、ツアーの途中であっても、記入できる設問から随時ご記入ください。 

 

問１．あなたの属性について下記の内容をお答えください。 

 

 

問２．これまでの来訪回数について、下記の設問にお答えください。 

(１)吉野ヶ里町へはこれまで何回訪問したことがありますか？ 

1．毎年のように行く  2．行ったことがある ⇒これまで（   ）回    

3．一度も行ったことがない 

(２)山茶花の湯へはこれまで何回訪問したことがありますか？ 

1．毎年のように行く  2．行ったことがある ⇒これまで（   ）回    

3．一度も行ったことがない 

問３．ツアー内容について下記の設問にお答えください。 

(１)このツアーの内容を事前に聞いて、最も期待していたことは何ですか？ 

 

 

(２)ツアーに参加して最も印象に残ったプログラムは何ですか？ 

 

 

(３)このツアーのプログラムについて、項目ごとに５段階で評価し、評価すべきこと、改善すべきこともお

答えください。（ 5．とても満足 4．ほぼ満足 3．どちらともいえない 2．やや不満 1．大変不満 ） 

 

【記入例】 

項 目 評価 コメント（評価できること、改善点など） 

ツアー全般 4 景観が良いポイントを繋いでいて得した気分になる 

五ヶ山ダム展望所 3 展望所の説明をもっと多くした方が良い 

車中ダム案内 3 ○○～○○にかけての階段に手すりを設置して欲しい 

 

 

性別  男  女    ご年齢    歳    居住地    県     市･郡･町  



 86 

項 目 評価 コメント（評価できること、改善点など） 

ツアー全般 
 

 

 

ダム説明 
 

 

 

五ケ山エリア案内 
 

 

 

古民家 五ヶ山ダム歴

史講演 
 

 

 

温泉 山茶花の湯 
 

 

 

地産池消弁当 
 

 

 

その他  

 

 (５)今回のツアー料金はモニターツアー価格であり、通常であれば、最低でも 5,000円程度になると考えら

れますが、それでも参加されますか？ 

1．参加する 2．内容によって参加する（変更したい内容：       ） 3．参加しない 

(６) 今回のツアーを今後どのようなところに参加を呼びかけたらよいと思いますか？ 

（NPO組織など、具体的な団体・組織などがあればお教えください。） 

 

 

問４．この地域で、今回のツアーの訪問先以外に訪ねたい場所を教えてください。 

 

 

問５．今後、この地域にどのような催しがあれば、参加されますか？ 

＜該当するものすべてをお選びください＞ 

1．座禅止観健康ツアー  2．ウォーキングツアー、森林セラピー 

3．お茶・もてなし・テーマツアー  4．農業体験（芋狩り、いちご狩り等） 

5．食（地産地消）の重要性を知るツアー 6．その他（                   ） 

問６．この地域で感じられたこと、気になったこと、活かすべきことなどを、お書きください。 

 

 

 

 

 

ご回答ありがとうございました。 
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企業の健康づくりに関する事前アンケート調査協力のお願い （商工会用 2） 

 

                                ２０１１年 2 月１6 日 

業種をお書きください。        「                 」 

従業員数をお書きください。      「                 」 

社名（できれば。無記名でも可）    「                 」 

 

 

該当する項目に○を付けて下さい。 

１－１） あなたの現在の健康状態はいかがですか？ 

（  ）大変良い  （  ）良い   （  ）まあまあ  （  ）あまりよくない    

（  ）悪い 

 

1－2） あなたは現在どの程度の運動（1 日 30 分以上）をしていますか？ 

（  ）週 2 回以上 （  ）週 1 回程度 （  ）月２回程度 （  ）月 1回程度  

（  ）月 1 回未満 

 

１－３） 日常的な話が出来る知人や友人が沢山いますか？ 

（  ）かなり沢山  （  ）十分     （  ）普通     （  ）尐ない   

（  ）いない 

 

１－４） 地域の行事によく参加していますか？ 

（  ）かなりしている （  ）している  （  ）普通 （  ）あまりしていない  

（  ）していない 

 

２－１） あなたは健康に対する意識が高いですか？  

（  ）かなり高い  （  ）高い     （  ）普通     （  ）尐し低い     

（  ）低い 

 

２－２） あなたは健康に対する情報を積極的に入手していますか？  

（  ）かなりしている （  ）している （  ）どちらとも  （  ）あまりしていない  

（  ）していない 

 

２－３） あなたは健康情報をどこから入手しますか？ 該当するものに○を付けて下さい。(複数可) 

（  ）インターネットなどのｗｅｂ （  ）新聞        （  ）雑誌 

（  ）ＴＶ              （  ）ラジオ       （  ）町からの広報誌 

（  ）会社             （  ）家族        （  ）知人 

（  ）その他   

 

２－４） 健康のために払ってもよい金額は月当たりいくら位ですか？  

（  ）１万円以上  （  ）５千円以上  （  ）千円以上   （  ）百円以上   

（  ）０円 
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御社の従業員についてお聞きします。 

 

３） 従業員の健康状態は、活力がありいつも元気だと思われますか？  

（  ）かなり思う  （  ）尐し思う  （  ）どちらとも  （  ）あまり思わない   

（  ）思わない 

 

４） 従業員の元気がない場合、原因はなんだと思われますか？  該当する物に○を付けて下さい。 

（  ）人間関係  （  ）運動不足   （  ）栄養不足     （  ）食べ過ぎ、飲みすぎ  

（  ）寝不足   （  ）遊びすぎ   （  ）働きすぎ、疲れの蓄積    （  ）    、 

（  ）その他  

 

５） 従業員の健康状態（体調）が業績に影響すると思われますか？ 

（  ）かなり思う  （  ）尐し思う  （  ）どちらとも  （  ）あまり思わない   

（  ）思わない 

 

６） 従業員の健康のために具体的に何かおこなっていますか？  

（  ）ラジオ体操  （  ）健康教育  （  ）ストレスチェック  （  ）専門家の設置    

その他の場合、下記１１）へ 

 

７） 従業員向けの生産性向上を目的とした健康セミナーは必要と思われますか？ 

（  ）かなり思う  （  ）尐し思う  （  ）どちらとも  （  ）あまり思わない   

（  ）思わない 

 

８） 従業員の健康づくりの為に健康投資は必要と思いますか？ 

（  ）かなり思う  （  ）尐し思う  （  ）どちらとも  （  ）あまり思わない   

（  ）思わない 

 

９） 従業員の健康のために払ってもよい金額は月当たり一人いくら位ですか？  

（  ）１万円以上  （  ）５千円以上  （  ）千円以上  （  ）百円以上   

（  ）０円 

 

１０） 昨年 11/17 の例会の様なヘルシーカンパニーを目指すセミナーは必要と思われますか？ 

（  ）かなり思う  （  ）尐し思う  （  ）どちらとも  （  ）あまり思わない   

（  ）思わない 

 

１１) 従業員の健康のために具体的におこなっていることがあればお教えください。 

   福利厚生でおこなっていますか？ 

 

１２）その他、お気づきの事などありましたら自由にお書きください。 

 

ご協力ありがとうございました。 
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企業の健康づくりに関する事前アンケート調査協力のお願い （社員用３） 

                                 ２０１１年 2 月１４日 

業種をお書きください。    「                」 

社名（無記名でも可）     「                」 

お名前（無記名でも可）    「                」 

 

該当する項目に○を付けて下さい。 

１-1） あなたの現在の健康状態はいかがですか？ 

（  ）大変良い   （  ）良い   （  ）まあまあ   （  ）あまりよくない    

（  ）悪い 

 

1－2） あなたは現在どの程度の運動（1 日 30 分以上）をしていますか？ 

（  ）週 2 回以上  （  ）週 1 回程度 （  ）月２回程度 （  ）月 1 回程度  

（  ）月 1 回未満 

 

１－３） 日常的な話が出来る知人や友人が沢山いますか？ 

（  ）かなり沢山   （  ）十分     （  ）普通    （  ）尐ない   

（  ）いない 

 

１－４） 地域の行事によく参加していますか？ 

（  ）かなりしている （  ）している  （  ）普通  （  ）あまりしていない    

（  ）していない 

 

２－１） あなたは健康に対する意識が高いですか？  

（  ）かなり高い  （  ）高い     （  ）普通     （  ）尐し低い   

（  ）低い 

 

２－２） あなたは健康に対する情報を積極的に入手していますか？  

（  ）かなりしている （  ）している （  ）どちらとも （  ）あまりしていない   

（  ）していない 

 

２－３） あなたは健康情報をどこから入手しますか？ 該当するものに○を付けて下さい。(複数可) 

（  ）インターネットなどのｗｅｂ （  ）新聞        （  ）雑誌 

（  ）ＴＶ            （  ）ラジオ       （  ）町からの広報誌 

（  ）会社            （  ）家族        （  ）知人 

（  ）その他  

 

２－４） 健康のために払ってもよい金額は月当たりいくら位ですか？  

（  ）１万円以上  （  ）５千円以上  （  ）千円以上  （  ）百円以上   

（  ）０円 

 

３－１） あなたはどの程度の頻度で温泉に入りますか？ 

（  ）週１回以上 （  ）月１回以上 （  ）年２回以上 （  ）年 1回以上   

（  ）年 1 回未満 

 

３－２） あなたはどの程度の頻度で温泉に入りたいですか？ 

（  ）週１回以上 （  ）月１回以上 （  ）年２回以上 （  ）年 1回以上   

（  ）年 1 回未満 
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３－３） 温泉は、健康づくりに役立つと思いますか？ 

（  ）かなり思う  （  ）思う    （  ）どちらとも  （  ）あまり思わない   

（  ）思わない 

 

３－４） 心身の休養において温泉の良いところをお書きください。 

 

 

 

４－１） あなたは１分以上のストレッチ、深呼吸、瞑想などの積極的休息をどの程度取っていますか？ 

（  ）日に１回以上 （  ）週１回以上 （  ）月１回以上 （  ）年 1 回以上   

（  ）年 1 回未満 

 

４－２） あなたは１分以上のストレッチ、深呼吸、瞑想などの積極的休息をどの程度必要と思われます

か？ 

（  ）日に１回以上 （  ）週１回以上 （  ）月１回以上 （  ）年 1 回以上   

（  ）年 1 回未満 

 

４－３） ストレッチ、深呼吸、瞑想などの積極的休息は、健康づくりに役立つと思われますか？ 

（  ）かなり思う  （  ）思う    （  ）どちらとも  （  ）あまり思わない   

（  ）思わない 

 

４－４） ストレッチ、深呼吸、瞑想の良いところをお書きください。 

 

 

 

 

５－１）今日のウオーキングの指導は役に立ったと思われますか？ 

（  ）かなり思う  （  ）思う   （  ）どちらとも  （  ）あまり思わない   

（  ）思わない 

 

５－２）今日のストレッチヨガのセミナーは役に立ったと思われますか？ 

（  ）かなり思う  （  ）思う   （  ）どちらとも  （  ）あまり思わない   

（  ）思わない 

 

５－３）今日の入浴法のセミナーは役に立ったと思われますか？ 

（  ）かなり思う  （  ）思う    （  ）どちらとも  （  ）あまり思わない   

（  ）思わない 

 

５－４） 今回のような健康セミナーシリーズは必要と思われますか？ 

（  ）かなり思う  （  ）思う  （  ）どちらとも  （  ）あまり思わない   

（  ）思わない 

 

５－５）その他、お気づきの事などありましたら自由にお書きください。 

 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。 

 

 

 


